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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　点火端部と、
　口端部と、ならびに
　エアロゾル発生システムとを備え、
　このエアロゾル発生システムは、エアロゾル発生断片および発熱断片を備え、
　この発熱断片はある長さを有しおよび熱源を含み、各断片は物理的に分離されておりお
よび熱交換関係にあり、熱源は酸化セリウムおよび金属ハロゲン化物の粗い、細かいまた
は超微細粒子と密接する炭素材料を含んでおり、
　ならびに、熱源が、重量ベースで、酸化セリウムの約５ｍｇから約２０ｍｇを含み、お
よび約１：２から約１：１０，０００の比の酸化セリウムに対する金属ハロゲン化物の量
を含んでいる、喫煙物品。
【請求項２】
　酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子が、約１ｎｍから約１００ｎｍの範囲の平均粒
径を有する、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項３】
　酸化セリウムの粗い粒子が、約２．５マイクロメートルから約２００マイクロメートル
の範囲の平均粒径を有する、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項４】
　酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子が、約１０ｎｍより大きい平均粒径を有する、
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請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項５】
　酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子が、約５０ｎｍより大きい平均粒径を有する、
請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項６】
　酸化セリウム粒子が、約１００ｎｍから約２．５マイクロメートルの範囲の平均粒径を
有する、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項７】
　酸化セリウムの粗い、細かいまたは超微細粒子が、金属酸化物基質上に配置されている
、請求項１に記載の喫煙物品。
【請求項８】
　金属酸化物基質が、二酸化チタン、酸化アルミニウム、酸化銅を個別にまたは組合せて
含んでいる、請求項７に記載の喫煙物品。
【請求項９】
　金属ハロゲン化物が、ＶＩＩＩ（Ｂ）族金属塩化物を含んでいる、請求項１に記載の喫
煙物品。
【請求項１０】
　ＶＩＩＩ（Ｂ）族金属が、白金、パラジウムまたはこれらの組合せを含んでいる、請求
項９に記載の喫煙物品。
【請求項１１】
　ＶＩＩＩ（Ｂ）族金属がパラジウムを含んでいる、請求項１０に記載の喫煙物品。
【請求項１２】
　炭素材料と、
　酸化セリウムの粗い、細かいまたは超微細粒子と、および
　金属ハロゲン化物とを備え、
　酸化セリウムの重量が約５ｍｇから約２０ｍｇであり、および、酸化セリウムに対する
金属ハロゲン化物の量が、重量ベースで、約１：２から約１：１０，０００の比である、
喫煙物品用燃料要素。
【請求項１３】
　酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子が、約１ｎｍから約１００ｎｍの範囲の平均粒
径を有する、請求項１２に記載の燃料要素。
【請求項１４】
　酸化セリウムの粗い粒子が、約２．５マイクロメートルから約２００マイクロメートル
の範囲の平均粒径を有する、請求項１２に記載の燃料要素。
【請求項１５】
　酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子が、約１０ｎｍより大きい平均粒径を有する、
請求項１２に記載の燃料要素。
【請求項１６】
　酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子が、約５０ｎｍより大きい平均粒径を有する、
請求項１２に記載の燃料要素。
【請求項１７】
　酸化セリウム粒子が、約１００ｎｍから約２．５マイクロメートルの範囲の平均粒径を
有する、請求項１２に記載の燃料要素。
【請求項１８】
　酸化セリウムの粗い、細かいまたは超微細粒子が、金属酸化物基質上に配置されている
、請求項１２に記載の燃料要素。
【請求項１９】
　金属酸化物基質が、二酸化チタン、酸化アルミニウム、酸化銅を個別にまたは組合せて
含んでいる、請求項１８に記載の燃料要素。
【請求項２０】
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　金属ハロゲン化物が、ＶＩＩＩ（Ｂ）族金属塩化物を含んでいる、請求項１２に記載の
燃料要素。
【請求項２１】
　ＶＩＩＩ（Ｂ）族金属が、白金、パラジウムまたはこれらの組合せを含んでいる、請求
項２０に記載の燃料要素。
【請求項２２】
　ＶＩＩＩ（Ｂ）族金属がパラジウムを含んでいる、請求項２１に記載の燃料要素。
【請求項２３】
　炭素材料の棒を形成するステップと、
　約１００ｎｍ未満の寸法を有する酸化セリウム粒子を炭素材料に適用するステップと、
および
　金属ハロゲン化物を炭素材料に適用するステップとを含み、
　酸化セリウムの重量が約５ｍｇから約２０ｍｇであり、および、酸化セリウムに対する
金属ハロゲン化物の量が、重量ベースで、約１：２から約１：１０，０００の比である、
喫煙物品用燃料要素を作る方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、喫煙物品（例えば、巻きたばこ）などのたばこ製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　巻きたばこなどの一般的な喫煙物品は、ほぼ円筒棒形の構造を有し、包装紙によって囲
まれた、刻みたばこ（例えば、カットフィラーの形の）などの喫煙可能材料の分量、ロー
ルまたは柱を含み、それによっていわゆる「喫煙可能棒」、「たばこ棒」または「巻きた
ばこ棒」を形成している。通常、巻たばこはたばこ棒に端部から端部までの関係で位置合
わせされた円筒形フィルタ要素を有する。フィルタ要素は、「栓ラップ」として知られる
紙材料によって囲まれた可塑化酢酸セルローストウを含んでいることが好ましい。特定の
フィルタ要素は、多価アルコールを組み込むことができる。例えば、英国特許第７５５，
４７５号明細書を参照のこと。特定の巻きたばこは、多数の断片を有するフィルタ要素を
組み込んでおり、これらの断片の１つは活性炭粒子を含むことができる。例えば、Ｂｌａ
ｋｌｅｙ他の米国特許第５，３６０，０２３号およびＶｅｌｕｚの米国特許第６，５３７
，１８６号を参照のこと。フィルタ要素は、「先端紙」として知られる周辺包装材料を使
用して、たばこ棒の一端部に取り付けられていることが好ましい。また、大気で引き込ま
れた主流煙を希釈するために、先端材料および栓ラップを穿孔することが望ましくなった
。巻きたばこおよびこの様々な成分の説明が、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，
Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、Ｄａｖｉｓ他（編集）（１９９９
年）に記載されている。巻きたばこは、一端部に火をつけ、たばこ棒を燃やすことによっ
て喫煙者に利用される。喫煙者はその後、巻きたばこの反対の端部（例えば、フィルタ端
部）で引き込むことによって、主流煙を自分の口に受ける。
【０００３】
　長年にわたって、たばこの主流煙の配合を変える様々な方法が提案されてきた。Ｂｅｒ
ｅｍａｎのＰＣＴ出願公開ＷＯ０２／３７９９０号では、この巻きたばこによって生成さ
れる煙中の特定の化合物の量を減らす試みにおいて、金属粒子および／または炭素粒子を
巻きたばこの喫煙可能材料に組み込むことができることが提示されている。Ｎｅｓｔｏｒ
他の米国特許出願公開第２００５／００６６９８６では、たばこ棒は、グリセリンなどの
エアロゾル形成材料と組み合わせられたたばこフィルタを組み込むことができることを提
示している。Ｓｈａｆｅｒ他の米国特許第６，８７４，５０８号は、炭酸水素カリウム、
塩化ナトリウムまたはリン酸カリウムなどの添加物で加工された先端部分を有する紙巻き
たばこ棒を有する巻きたばこを提案している。
【０００４】
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　様々なたばこ代替材料が提案され、これらの材料の様々なタイプのかなりのリストは、
Ｒａｉｎｅｒ他の米国特許第４，０７９，７４２号およびＷｈｉｔｅ他の米国特許第４，
７７１，７９５号で見ることができる。たばこ煙に似ている煙を生成するために燃やされ
るフィルタとして非たばこ材料（例えば、レタスの葉などの乾燥した野菜の葉）を利用す
る特定の巻きたばこタイプ製品が、「Ｃｕｂｅｂｓ」、「Ｔｒｉｕｍｐｈ」、「Ｊａｚｚ
」および「Ｂｒａｖｏ」という商用名で市販されていた。例えば、Ｔｏｒｉｇｉａｎの米
国特許第４，７００，７２７号に記載された材料のタイプを参照のこと。さらに、「Ｃｙ
ｔｒｅｌ」および「ＮＳＭ」という商用名を有するたばこ代替材料が、１９７０年代にヨ
ーロッパで導入された。提案された合成たばこ代替材料、たばこおよび他の成分を組み込
んだ喫煙可能材料、これらの材料を組み込んだ巻きたばこの代表的なタイプが、英国特許
第１，４３１，０４５号、Ｂｅｎｎｅｔｔの米国特許第３，７３８，３７４号、Ｗｅｂｓ
ｔｅｒの米国特許第３，８４４，２９４号、Ｇｉｂｓｏｎ他の米国特許第３，８７８，８
５０号、Ｍｉａｎｏ他の米国特許第３，９３１，８２４号、Ｂｏｙｄ他の米国特許第３，
９４３，９４１号、Ｂｏｙｄ他の米国特許第４，０４４，７７７号、Ｍｉａｎｏ他の米国
特許第４，２３３，９９３号、Ｅｈｒｅｔｓｍａｎｎ他の米国特許第４，２８６，６０４
号、Ｈａｒｄｗｉｃｋ他の米国特許第４，３２６，５４４号、Ｌａｗｒｅｎｃｅ他の米国
特許第４，９２０，９９０号、Ｂｏｌｔの米国特許第５，０４６，５１４号、Ｇｅｎｔｒ
ｙ他の米国特許第５，０７４，３２１号、Ｍｏｎｔｏｙａ他の米国特許第５，０９２，３
５３号、Ｓａｉｔｏ他の米国特許第５，７７８，８９９号、ＭｃＡｄａｍの米国特許第６
，３９７，８５２号、およびＭｃＡｄａｍの米国特許第６，４０８，８５６号に記載され
ている。さらに、たばこおよび他の材料を組み込んだ高度加工喫煙可能材料の様々なタイ
プが、Ｌｕｋｅの米国特許第４，８２３，８１７号、Ｔａｍｏｌ他の米国特許第４，８７
４，０００号、Ｌｕｋｅの米国特許第４，９７７，９０８号、Ｌｕｋｅ他の米国特許第５
，０７２，７４４号、Ｗｈｉｔｅ他の米国特許第５，８２９，４５３号、およびＷｈｉｔ
ｅ他の米国特許第６，１８２，６７０号に記載されている。
【０００５】
　同軸または同心タイプ喫煙物品の特定のタイプが提案されている。他の材料の長手方向
に延びた芯を囲むたばこ喫煙可能材料を含む巻きたばこタイプの喫煙物品が提案されてい
る。英国特許出願第２，０７０，４０９号は、棒の長さの少なくとも大部分にわたって延
びている少なくとも１つのフィラメントを有する喫煙材料の棒を有する喫煙物品を提案し
ている。Ｔｈｏｒｎｔｏｎの米国特許第３，６１４，９５６号は、たばこ喫煙材料ででき
た環状の外側部分、および吸収材料の中心円筒芯を有する喫煙物品を提案している。Ｒａ
ｉｎｅｒ他の米国特許第４，２１９，０３１号は、たばこで囲まれた炭化繊維の中心芯を
有する喫煙物品を提案している。Ｎｉｃｈｏｌｓ他の米国特許第６，８２３，８７３号は
、たばこによって囲まれ、その後複合外側巻紙によって囲まれた点火要素を含む巻きたば
こを提案している。巻きたばこタイプの喫煙物品の１つのタイプは、いくつかの他の材料
の長手方向に延びた環によって囲まれたたばこ喫煙可能材料の棒を含んでいた。例えば、
Ｗｈｉｔｅ他の米国特許第５，１０５，８３８号は、普通は包装材料の層によって囲まれ
、その後絶縁材料（例えば、ガラスフィラメントまたは繊維）によって囲まれた喫煙可能
材料の棒を提案している。Ｓｎａｉｄｒ他のＰＣＴ出願公開第ＷＯ９８／１６１２５号は
、管状セラミックカートリッジ内に嵌合するように設計された極めて薄い巻きたばこから
構成された喫煙装置を提案している。
【０００６】
　多くの文献が、風味の付いた蒸気、可視エアロゾル、または風味の付いた蒸気および可
視エアロゾルの混合物を発生するタイプの様々な喫煙物品を提案している。喫煙物品のこ
れらの提案したタイプのいくつかは、管状部分、または長手方向に延びた空気通路を備え
ている。例えば、Ｅｌｌｉｓ他の米国特許第３，２５８，０１５号、Ｅｌｌｉｓ他の米国
特許第３，３５６，０９４号、Ｍｏｓｅｓの米国特許第３，５１６，４１７号、Ｌａｎｚ
ｅｌｌｏｔｔｉ他の米国特許第４，３４７，８５５号、Ｂｏｌｔ他の米国特許第４，３４
０，０７２号、Ｂｕｒｎｅｔｔ他の米国特許第４，３９１，２８５号、Ｒｉｅｈｌ他の米
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国特許第４，９１７，１２１号、Ｌｉｔｚｉｎｇｅｒの米国特許第４，９２４，８８６号
、およびＨｅａｒｎ他の米国特許第５，０６０，６７６号に記載された喫煙物品のタイプ
を参照のこと。喫煙物品のこれらのタイプの多くは、エアロゾルを提供する、および／ま
たはエアロゾル形成材料を加熱するために燃やされた可燃性燃料源を利用している。例え
ば、全体を参照により本明細書に組み込むＢａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第４，７１４，
０８２号、およびＷｈｉｔｅ他の米国特許第４，７７１，７９５号に引用した背景技術を
参照のこと。また、例えば、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第４，７５６，３１８号、Ｂ
ａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第４，７１４，０８２号、Ｗｈｉｔｅ他の米国特許第４，７
７１，７９５号、Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈ他の米国特許第４，７９３，３６５号、Ｃｌｅａ
ｒｍａｎ他の米国特許第４，９１７，１２８号、Ｋｏｒｔｅの米国特許第４，９６１，４
３８号、Ｓｅｒｒａｎｏ他の米国特許第４，９６６，１７１号、Ｂａｌｅ他の米国特許第
４，９６９，４７６号、Ｓｅｒｒａｎｏ他の米国特許第４，９９１，６０６号、Ｆａｒｒ
ｉｅｒ他の米国特許第５，０２０，５４８号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，０３
３，４８３号、Ｓｃｈｌａｔｔｅｒ他の米国特許第５，０４０，５５１号、Ｃｒｅｉｇｈ
ｔｏｎ他の米国特許第５，０５０，６２１号、Ｌａｗｓｏｎの米国特許第５，０６５，７
７６号、Ｎｙｓｔｒｏｍ他の米国特許第５，０７６，２９６号、Ｆａｒｒｉｅｒ他の米国
特許第５，０７６，２９７号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，０９９，８６１号、
Ｄｒｅｗｅｔｔ他の米国特許第５，１０５，８３５号、Ｂａｒｎｅｓ他の米国特許第５，
１０５，８３７号、Ｈａｕｓｅｒ他の米国特許第５，１１５，８２０号、Ｂｅｓｔ他の米
国特許第５，１４８，８２１号、Ｈａｙｗａｒｄ他の米国特許第５，１５９，９４０号、
Ｒｉｇｇｓ他の米国特許第５，１７８，１６７号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，
１８３，０６２号、Ｓｈａｎｎｏｎ他の米国特許第５，２１１，６８４号、Ｄｅｅｖｉ他
の米国特許第５，２４０，０１４号、Ｎｉｃｈｏｌｓ他の米国特許第５，２４０，０１６
号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，３４５，９５５号、Ｒｉｇｇｓ他の米国特許第
５，５５１，４５１号、Ｂｅｎｓａｌｅｍ他の米国特許第５，５９５，５７７号、Ｂａｒ
ｎｅｓ他の米国特許第５，８１９，７５１号、Ｍａｔｓｕｕｒａ他の米国特許第６，０８
９，８５７号、Ｂｅｖｅｎ他の米国特許第６，０９５，１５２号、Ｂｅｖｅｎの米国特許
第６，５７８，５８４号、Ｄｏｍｉｎｇｕｅｚの米国特許第６，７３０，８３２号に記載
された喫煙物品のタイプを参照のこと。さらに、炭素燃料要素を利用する巻きたばこの特
定のタイプが、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「
Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されていた。例えば、Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａ
ｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕ
ｒｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ　
Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ（１９８８年）およびＩｎｈａｌａｔｉｏｎ　Ｔｏｘｉｃｏｌｏｇｙ
、１２：５、１－５８ページ（２０００年）に記載された巻きたばこのタイプを参照のこ
と。より最近では、巻きたばこのこれらのタイプの炭素燃料要素は、金属および酸化金属
の超微粒子を組み込むことができることが提案されている。例えば、本明細書に参照によ
り組み込むＢａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許出願公開第２００５／０２７４３９０号を参照
のこと。
【０００７】
　たばこまたは加工たばこを化学または電気熱源から発生する熱に曝すことによって風味
の付いた蒸気を発生させる喫煙物品のタイプなどの、喫煙物品のさらに他のタイプが、Ｃ
ｈａｒｄ他の米国特許第４，８４８，３７４号、Ｂｒｏｏｋｓ他の米国特許第４，９４７
，８７４号、Ｄｅｅｖｉ他の米国特許第５，１４６，９３４号、Ｄｅｅｖｉの米国特許第
５，２２４，４９８号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第５，２８５，７９８号、Ｆａｒ
ｒｉｅｒ他の米国特許第５，３５７，９８４号、Ｆａｒｒｉｅｒ他の米国特許第５，５９
３，７９２号、Ｃｏｕｎｔｓの米国特許第５，３６９，７２３号、Ｃｏｌｌｉｎｓ他の米
国特許第５，８６５，１８５号、Ａｄａｍｓ他の米国特許第５，８７８，７５２号、Ｄｅ
ｅｖｉ他の米国特許第５，８８０，４３９号、Ｂａｇｇｅｔｔ他の米国特許第５，９１５
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，３８７号、Ｗａｔｋｉｎｓ他の米国特許第５，９３４，２８９号、Ｗｈｉｔｅの米国特
許第６，１６４，２８７号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許出願公開第２００５／００１
６５４９号に記載されている。熱を発生させるのに電気エネルギーを利用した喫煙物品の
１つのタイプが、「Ａｃｃｏｒｄ」という商用名でＰｈｉｌｉｐ　Ｍｏｒｒｉｓ　Ｉｎｃ
．によって市販されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　たばこ代替材料を利用する喫煙物品、およびたばこ風味の蒸気またはたばこ風味の可視
エアロゾルを生成するためにたばこカットフィラー以外の熱源を利用する喫煙物品は、幅
広い商業的成功を受けなかった。しかし、不完全燃焼および熱分解生成物のかなりの量を
運ぶことなく、従来の巻きたばこ喫煙の特典および利点の多くを喫煙者に提供することが
できることを示す審美的に満足のいく喫煙物品を提供することが非常に望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　発明の要旨
　本発明は喫煙物品、特に巻きたばこなどの棒状の喫煙物品に関する。
【００１０】
　喫煙物品は、点火端部（すなわち、上流端部）および口端部（すなわち、下流端部）を
備えている。喫煙物品はさらに、（ｉ）発熱断片および（ｉｉ）発熱断片の下流側に配置
されたエアロゾル発生領域または断片を含むエアロゾル発生システムを備えている。発熱
断片は、可燃性炭素燃料要素を含む短い熱源を有することがより好ましい。エアロゾル発
生領域は、エアロゾル形成材料（例えば、グリセリンおよび風味）を組み込んでいる。口
端部片または断片は、喫煙物品の口端部に配置することができ、喫煙物品を喫煙者の口に
配置し、喫煙者によって引くことが可能になる。口端部片は、フィルタ要素の形をしてい
ることが好ましい。所望の場合、たばこカットフィラー、収集たばこ紙または風味源材料
の他のタイプなどの材料の少なくとも１つの断片は、口端部片とエアロゾル発生領域の間
に位置決めすることができる。一実施形態では、喫煙物品は、口端部片の長手方向に延び
た表面、エアロゾル発生領域、熱源断片の長さの少なくとも一部、およびフィルタとエア
ロゾル発生断片の間に配置されたあらゆる断片の上に延びた上包（例えば、単一の外側紙
上包）を有する。別の実施形態では、喫煙物品は、エアロゾル発生領域の長手方向に延び
た表面、熱源断片の長さの少なくとも一部、エアロゾル発生領域の下流側に配置されたあ
らゆる断片の少なくとも一部の上に延びた上包（例えば、単一の外側紙上包）を有し、そ
れによって巻きたばこ棒を形成し、巻きたばこ棒は材料および配置の先端タイプを使用し
てフィルタ要素に連結されているまたは取り付けられている。
【００１１】
　燃料要素は、粗い、細かいまたは超微細粒子の有効量、特に酸化セリウムの粗い、細か
いまたは超微細粒子と密接している。燃料要素はまた、塩化パラジウムなどの金属ハロゲ
ン化物の有効量と密接することができる。これらの粒子は、一酸化炭素を二酸化炭素に（
例えば、触媒作用または酸化によって）変換することができ、それによって燃料要素を（
例えば特に、この燃料要素を組み込んだ喫煙物品の使用中に生成される主流エアロゾル中
で）燃やすことによって生成された燃焼ガス中に存在する一酸化炭素の量を少なくするこ
とができる。このように、燃料要素を粗い、細かいまたは超微粒粒子の有効量と密接させ
ることによって、喫煙物品により生成される一酸化炭素の量を少なくするやり方または方
法が提供される。
【００１２】
　場合により、発熱断片の上流側には（例えば、喫煙物品の点火極端部には）、点火およ
び燃焼させることを意図した喫煙可能材料を含む長手方向に延びた断片を位置決めするこ
とができる。この喫煙可能材料の燃焼によって発生したエアロゾルは、この喫煙物品の口
端部を通して喫煙者の口の中に引き込まれる。エアロゾル発生システムは、この点火端部
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断片と口端部片の間に配置されている。エアロゾル発生システムの発熱断片は、点火端部
断片の下流側に、およびこれに隣接して配置されている。点火端部断片は、発熱断片と熱
交換関係にあり、それによって喫煙物品の使用中に、点火端部断片または喫煙可能断片内
で喫煙可能材料を燃やすことにより、発熱断片の可燃性燃料要素を点火することができる
。燃料要素は、粗い、細かいまたは超微粒粒子の有効量、特に酸化セリウムの粗い、細か
いまたは超微粒粒子と密接している。エアロゾル発生領域または断片は、発熱断片の下流
側に配置されており、これと熱交換関係にある。所望の場合、たばこカットフィラー、収
集たばこ紙または風味源材料の他のタイプなどの材料の少なくとも１つの断片は、口端部
片とエアロゾル発生領域の間に位置決めすることができる。一実施形態では、喫煙物品は
、口端部片の長手方向に延びた表面、エアロゾル発生領域、熱源断片、フィルタとエアロ
ゾル発生断片の間に配置されたあらゆる断片、点火端部断片の長さの少なくとも一部の上
に延びた上包（例えば、単一の外側紙上包）を有する。別の実施形態では、喫煙物品は、
エアロゾル発生領域の長手方向に延びた表面、熱源断片、点火端部断片の長さの少なくと
も一部、およびエアロゾル発生領域の下流側に配置されたあらゆる断片の少なくとも一部
の上に延びた上包（例えば、単一の外側紙上包）を有し、それによって巻きたばこ棒を形
成し、巻きたばこ棒は材料および配置の先端タイプを使用してフィルタ要素に連結されて
いるまたは取り付けられている。
【００１３】
　別の態様では、本発明は触媒タイプおよび酸化タイプ活性を提供する材料と密接する燃
料要素を提供する。このような燃料要素は、前に記載した喫煙物品のこれらのタイプに対
する熱源成分として使用することができる。例えば、燃料要素は粗い、細かいまたは超微
粒粒子の有効量と密接させることができる。これらの粒子は、金属（例えば、遷移、ラン
タニドおよびアクチニド金属）、金属酸化物（例えば、酸化セリウム）、金属ハロゲン化
物（例えば、金属塩化物）およびこれらの組合せを含んでいることがより好ましい。
【００１４】
　本発明の目的で、「粗い粒子」は、約２．５マイクロメートルから約２００マイクロメ
ートルの直径を有する粒子であり、「細かい粒子」は約４ナノメートルから約２．５マイ
クロメートルの直径を有する粒子であり、「超微細粒子」は約１００ナノメートル未満の
直径を有する粒子である。例えば、Ｈｉｎｄｓ，Ｗ．Ｃ．，Ｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌｓ　
ｏｆ　Ｎａｎｏｐａｒｔｉｃｌｅ　Ａｅｒｏｓｏｌ　Ｂｅｈａｖｉｏｒ，２ｎｄ　Ｉｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　ｏｎ　Ｎａｎｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａ
ｎｄ　Ｏｃｃｕｐａｔｉｏｎａｌ　Ｈｅａｌｔｈ、２００５年１０月、ミネソタ州ミネア
ポリスによって開示されている寸法範囲を参照のこと。
【００１５】
　本発明はまた、本発明により記載されたタイプの喫煙物品を製造する、あるいは作り出
すまたは組み立てるやり方および方法に関する。このように、審美的に満足のいく喫煙物
品を製造するやり方および方法が提供される。
【００１６】
　本発明のさらなる特徴および利点は、以下のより詳細な説明に記載されている。
【００１７】
　図の簡単な説明
　図１から図１３は本発明の代表的な喫煙物品の長手断面図を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　様々な喫煙物品、この様々な成分の配置、およびこれらの喫煙物品が上包成分を組み込
むやり方に関する本発明の態様および実施形態が、図１から１３を参照して図示されてい
る。類似の成分は、図面全体を通して類似の数字表示が与えられている。様々な図面では
、様々な喫煙物品および喫煙物品成分の様々な包装材料および上包の厚さは誇張されてい
る。包装材料および上包成分は、密接な嵌合を提供し、審美的に満足のいく外観を提供す
るように、喫煙物品および喫煙物品成分の周りでしっかり包装されている。
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【００１９】
　図１を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。喫煙物品
１０は、棒状の形状を有し、点火端部１４および口端部１８を備えている。
【００２０】
　点火端部１４には、喫煙可能材料２６を組み込んだ、長手方向に延びるほぼ円筒形の喫
煙可能な点火端部断片２２が位置決めされている。代表的な喫煙可能材料２６は、植物由
来材料（例えば、カットフィラーの形のたばこ材料）であってよい。例示的な円筒形の喫
煙可能な点火端部断片２２は、紙包装材料３０内に包装または配置され、これに囲まれた
喫煙可能材料２６（例えば、たばこカットフィラー）の分量またはロールを備えている。
このように、この円筒形の喫煙可能点火端部断片２２の長手方向に延びる外側表面は、包
装材料３０によって提供される。断片２２の両端部は、喫煙可能材料２６を露出させるよ
うに開口していることが好ましい。喫煙可能点火端部断片２２は、喫煙可能材料２６およ
び包装材料３０がそれぞれ全長に沿って延びるように構成することができる。
【００２１】
　喫煙可能点火端部断片２２の下流側には、長手方向に延びているほぼ円筒形の発熱断片
３５が配置されている。発熱断片３５は、包装材料４５によって同軸に取り囲まれた、絶
縁体４２によって囲まれた熱源４０を組み込んでいる。
【００２２】
　熱源４０は普通、ほぼ円筒形の形状を有し、可燃性炭素材料を組み込んだ可燃性燃料要
素を有する。炭素材料は普通、高い炭素含有量を有する。好ましい炭素材料は、主に炭素
で構成されており、乾燥重量ベースで普通は約６０パーセントより大きい、普通は約７０
パーセントより大きい、しばしば約８０パーセントより大きい、および高い頻度で約９０
パーセントより大きい炭素含有量を有する。燃料要素は、可燃性炭素材料以外の成分（例
えば、粉末状たばこまたはたばこ抽出物などのたばこ成分、香味料、塩化ナトリウム、塩
化カリウムおよび炭酸ナトリウムなどの塩、熱安定グラファイト繊維、酸化鉄粉末、ガラ
スフィラメント、粉末炭酸カルシウム、アルミナ顆粒、アンモニア塩などのアンモニア源
、および／またはグアーガム、アルギン酸アンモニウムおよびアルギン酸ナトリウムなど
の結合剤）を組み込むことができる。代表的な燃料要素は、約１２ｍｍの長さ、および約
４．２ｍｍの全外径を有する。代表的な燃料要素は、研磨または粉末炭素材料を使用して
押出成形または配合することができ、乾燥重量ベースで、約０．５ｇ／ｃｍ３より大きい
、しばしば約０．７ｇ／ｃｍ３より大きい、および高い頻度で約１ｇ／ｃｍ３より大きい
密度を有する。例えば、Ｒｉｇｇｓ他の米国特許第５，５５１，４５１号に記載の燃料要
素成分、配合および設計のタイプを参照のこと。
【００２３】
　燃料要素は、粗い、細かいまたは超微細粒子の有効量と密接している。これらの粒子は
、触媒または酸化性を示し、したがって一酸化炭素を二酸化炭素に触媒または酸化変換す
ることができ、それによって燃料要素を燃やすことによって生成された燃焼ガス中の一酸
化炭素の量を少なくすることができる。普通の粒子は、約１ナノメートルから約１００ミ
クロンの間の平均粒径、普通は約１０ナノメートルから約１０ミクロンの間の平均粒径を
有する。
【００２４】
　粗い、細かいおよび超微細粒子は、金属、金属酸化物、金属ハロゲン化物およびこれら
の組合せを含むことができる。これらの粒子は、遷移金属、ランタニド金属、アクチニド
金属、遷移金属酸化物、ランタニド金属酸化物およびアクチニド金属酸化物で構成するこ
とができる。非常に好ましい金属酸化物は、酸化セリウムである。
【００２５】
　代表的な絶縁体層４２は、ガラスフィラメントまたは繊維を含むことができる。絶縁体
４２は、喫煙物品１０内の定位置に熱源４０をしっかり維持するのを助けるジャケットと
して働くことができる。絶縁体４２は、不織ガラスフィラメントの内側層またはマット４
７、再構成たばこ紙の中間層４８、および不織ガラスフィラメントの外側層４９を含む多
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層成分として提供することができる。発熱断片３５の両端部は、熱源４０および絶縁体４
２を隣接する断片に露出させるように開口していることが好ましい。熱源４０およびこの
周りの絶縁体４２は、両方の材料の長さが同一の広がりを持つ（すなわち、絶縁ジャケッ
ト４２の端部が、特に熱源断片の下流端部で、熱源４０のそれぞれの端部と同一平面であ
る）ように構成することができる。場合により、必ずしも好ましくではないが、絶縁体４
２は熱源４０のいずれかまたは両方の端部を僅かに超えて（例えば、約０．５ｍｍから約
２ｍｍを超えて）延びることができる。さらに、喫煙可能な点火端部２２が喫煙物品１０
の使用中に燃やされた場合に生成される煙は、口端部１８で喫煙者によって引き込まれる
間に発熱断片３５をすぐに通過することができる。
【００２６】
　発熱断片３５は、断片が端部間関係で軸方向に位置合わせされる、好ましくは互いに当
接するように、喫煙可能な点火端部断片２２の下流端部に隣接して位置決めされている。
発熱断片３５および喫煙可能な点火端部断片２２の近接により、（例えば、喫煙可能な点
火端部断片２２内の喫煙可能材料を燃やす作用が発熱断片３５の熱源を点火するように働
くように）適当な熱交換関係を提供する。喫煙物品の長手軸に対して横に見た場合に、喫
煙可能および発熱断片２２、３５の断面外形および寸法は、基本的に互いに同一であって
よい（例えば、両方とも円筒形の形状を有するように見え、それぞれ基本的に同一の直径
を有する）。
【００２７】
　発熱断片３５の断面形状および寸法は燃焼前に、変更することができる。熱源４０の断
面積は、その断片３５の合計断面積の約１０パーセントから約３５パーセント、しばしば
約１５パーセントから約２５パーセントを占め、外側または周辺領域（絶縁体４２および
関連する外側包装材料を含む）の断面積は、その断片３５の合計断面積の約６５パーセン
トから約９０パーセント、しばしば約７５パーセントから約８５パーセントを占めること
が好ましい。例えば、約２４ｍｍから約２６ｍｍの周面を有する円筒形の巻きたばこでは
、例示的な熱源４０は約２．５ｍｍから約５ｍｍ、しばしば約３ｍｍから約４．５ｍｍの
外径を備えたほぼ円形の断面形状を有する。
【００２８】
　発熱断片３５の下流側には、長手方向に延びる円筒形のエアロゾル発生断片５１が配置
されている。エアロゾル発生断片５１は、基質材料５５を組み込み、その後エアロゾル形
成剤または材料（図示せず）用担体として働く。例えば、エアロゾル発生断片５１は、加
工助剤、香味剤およびグリセリンを組み込んだ再構成たばこ材料を有することができる。
【００２９】
　基質材料５５用の代表的な包装材料５８は、熱伝導性を有することができ、金属または
金属箔（例えば、アルミニウム）管、または紙でできた外側表面および金属箔でできた内
側表面を有する積層材料の形を有することができる。例えば、金属箔は、その中に含まれ
るエアロゾル形成成分の揮発を行うために、発熱断片３５からエアロゾル発生断片５１ま
で熱を伝えることができる。
【００３０】
　基質材料５５は、カットフィルムの形で風味および芳香たばこの混合物から提供するこ
とができる。これらのたばこはその後、エアロゾル形成材料および／または少なくとも１
つの香味料で処理することができる。基質材料は、カットフィラーの形で加工たばこ（例
えば、過程の成形シートまたは製紙タイプを使用して製造された再構成たばこ）から提供
することができる。そのたばこはその後、エアロゾル形成材料および／または少なくとも
１つの香味料で処理する、またはこれを組み込むように加工することができる。エアロゾ
ル発生断片の包装材料の内側金属表面は、エアロゾル形成材料および／または少なくとも
１つの香味料用の担体として働くことができる。例えば、エアロゾル形成材料および／ま
たは少なくとも１つの香味料は、アルギン酸アンモニウム、アルギン酸ナトリウム、グア
ーガム、エチルセルロース、でんぷんなどのポリマーフィルム形成剤を使用して、紙およ
びアルミニウム箔の積層物の内側金属表面に形成されたフィルム内に組み込むことができ
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る。加えて、エアロゾル形成材料および／または少なくとも１つの香味料は、エアロゾル
発生断片内でたばこフィラー全体を通して分散させることができる複数の金属片によって
担持することができる。例えば、エアロゾル形成材料は熱伝導材料（例えば、薄いアルミ
ニウム箔）の約１０から約２０のストリップの表面上で担持することができる、各ストリ
ップは約１ｍｍから約２ｍｍの幅であり、約１０ｍｍから約２０ｍｍの長さである。さら
に、エアロゾル発生材料の成分は、吸収性炭素、アルミナなどの粒子を組み込んだ紙など
の集合または細断紙タイプ材料によって担持されたエアロゾル形成材料および／または少
なくとも１つの香味料を含むことができる。
【００３１】
　エアロゾル発生断片５１の前述の成分は、包装材料５８内に配置され、これによって囲
まれることができる。包装材料５８は、エアロゾル発生断片５１の成分に喫煙物品１０の
上流端部１４から（例えば、発熱断片３５から）の熱の伝達を容易にするように適合させ
ることができる。すなわち、エアロゾル発生断片５１および発熱断片２５は、互いに熱交
換関係で構成することができる。熱交換関係は、熱源から十分な熱がエアロゾル形成領域
に供給されて、エアロゾル形成のためにエアロゾル形成材料を揮発させるようになってい
る。いくつかの実施形態では、熱交換関係は、これらの断片を互いに密接して位置決めす
ることによって達成される。熱交換関係はまた、熱伝導材料を熱源４０の近傍からエアロ
ゾル発生断片５１によって占められる領域内またはその周りに延ばすことによって達成す
ることができる。
【００３２】
　好ましい喫煙物品では、エアロゾル発生断片５１の両端部は、その基質材料５５を露出
させるように開口している。喫煙物品の使用中に喫煙可能点火端部断片２２を燃やすこと
によって生成されたエアロゾルの成分は、口端部１８上に引く間にエアロゾル発生断片５
１を簡単に通過することができる。
【００３３】
　発熱断片３５およびエアロゾル発生断片５１は、エアロゾル発生システム６０を共にな
って形成する。エアロゾル発生断片５１は、断片５１、３５が端部間関係で軸方向に位置
合わせされるように、発熱断片３５の下流端部に隣接して位置決めされる。すなわち、こ
れらの断片は互いに物理的に離れている。これらの断片は互いに当接、すなわち僅かに離
れた関係で位置決めされることができる。喫煙物品１０の長手軸に対して横に見た場合に
、これらの断片の外側断面形状および寸法は、基本的に互いに同一であってよい。これら
の成分の物理的配置は、熱が熱源４０から隣接する基質材料５５まで、喫煙物品１０の使
用中に熱源が活性化された（例えば、燃やされた）時全体を通して（例えば、導電および
対流熱伝達を含む手段により）伝達されるようになっている。
【００３４】
　エアロゾル発生システム６０および点火端部断片２２の成分は、上包材料６４を使用し
て、互いに取り付けられ、定位置に固定される。例えば、紙包装材料または積層紙タイプ
材料は、発熱断片３５、エアロゾル発生断片５１の長手方向に延びる外側表面の少なくと
も一部および発熱断片に隣接している点火端部断片２２の少なくとも一部それぞれを囲む
。上包材料６４の内側表面は、適切な接着剤を使用して、発熱断片３５の外側包装材料４
５の外側表面、エアロゾル発生断片５１の外側包装材料５８の外側表面、点火端部断片２
２の外側包装材料３０の外側表面に固定される。上包材料６４は、点火端部断片２２の長
さのかなりの部分にわたって延びていることが好ましい。例えば、上包材料６４は、点火
端部断片の全長（例えば、その断片の端部とほぼ同一平面に）にわたって、その断片の点
火極端部を僅かに越えて（例えば、その断片の端部を越えて最大約２ｍｍ）延びることが
できる、または図１に示すように、その断片の点火極端部から（例えば、その断片の端部
から最大約５ｍｍ）僅かに窪むことができる。所望の場合、点火端部断片を越えて延びる
上包の一部は、必要に応じて、巻きたばこの点火極端部の上で上包を折り畳むのを助け、
場合により巻きたばこの点火端部を閉じるようにスリットまたはフルートを含むことがで
きる。あるいは、上包の延びている部分は点火端部を閉じるように圧着することができる



(11) JP 5244782 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

。延びている部分はまた、巻きたばこの端部から切り取ることができる。上包材料６４は
、エアロゾル発生断片５１の長さのかなりの部分にわたって延びていることが好ましい。
上包材料の選択、および上包材料が点火端部より短くまたは長く延びる程度は、巻きたば
この適当な性能を可能にするように選択される。すなわち、これらの要因が、点火端部喫
煙可能断片または点火端部発熱断片の燃焼の所望の程度を可能にする。断片が僅かに離れ
た関係で位置決めされる場合、上包材料は断片の周りによりしっかり包むことが望ましい
。所望の場合、上包材料６４および他の適当な包装材料は、Ｓｈａｆｅｒ他の米国特許第
６，８７４，５０８号に記載された方法で適当な領域で処理することができる。単一の上
包材料を使用した３つの断片の組合せはしたがって、巻きたばこ棒を提供する。単一の上
包材料は、巻きたばこ棒の長さの主な部分、しばしばほぼ全てを覆うことが好ましい。
【００３５】
　喫煙物品１０はさらに、その口端部１８に位置決めされた、例えばフィルタ要素６５な
どの適切なマウスピースを備えている。フィルタ要素６５は、フィルタ要素およびエアロ
ゾル発生断片５１が端部間関係で軸方向に位置合わせされて、互いに当接するように、エ
アロゾル発生断片５１の一端部に隣接して巻きたばこ棒の一端部に位置決めされている。
これらの断片５１、６５の一般断面形状および寸法は基本的に、喫煙物品の長手軸に対し
て横に見た場合、互いに同一であることが好ましい。フィルタ要素６５は、その長手方向
に延びる表面に沿って重ねられたフィルタ材料７０（例えば、可塑化酢酸セルローストウ
）を囲んでいる栓包装材料７２を含む。フィルタ要素６５の両端部は、エアロゾルの通過
を可能にするように開口されている。
【００３６】
　エアロゾル発生システム６０は、先端材料７８を使用して、フィルタ要素６５に取り付
けられている。先端材料７８は、フィルタ要素６５の全長およびエアロゾル発生システム
６０の隣接領域の両方を囲んでいる。先端材料７８の内側表面は、適切な接着剤を使用し
て、栓ラップ７２の外側表面、およびエアロゾル発生システム６０の巻きたばこ棒上包ま
たは外側包装材料６４の外側表面に固定することができる。このように、上包によって覆
われていないエアロゾル発生システムのあらゆる領域は、先端材料によって覆われ、簡単
には見えない。上包材料６４は、エアロゾル発生断片の全長にわたって延びることができ
る、または図１に示すように、その断片の点火極端部から（例えば、先端材料は上包によ
って覆われていない巻きたばこ棒の領域の上にあるように、その断片の端部から十分な距
離）僅かに窪むことができる。このように、単一の層上包を有するように見える審美的に
満足のいく巻きたばこ棒がある。加えて、単一の層上包を有するように見える巻きたばこ
棒に先端が付けられたフィルタ要素を有する審美的に満足がいくフィルタ状巻きたばこが
ある。
【００３７】
　喫煙物品は、それぞれフィルタ要素先端材料７８および栓ラップ材料７２を通して延び
る、一連の穿孔８１などの空気希釈手段を備えることができる。
【００３８】
　巻きたばこの全寸法は燃焼前に変更することができる。普通、巻きたばこは、約２０ｍ
ｍから約２７ｍｍ、しばしば約２２ｍｍから約２５ｍｍの周面を有する円筒形の棒であり
、約７０ｍｍから約１３０ｍｍ、普通は約８０ｍｍから約１２０ｍｍ、しばしば約８３ｍ
ｍから約１００ｍｍの全長を有する。喫煙可能点火端部断片は普通、少なくとも約３ｍｍ
、普通は少なくとも約５ｍｍ、しばしば少なくとも約８ｍｍ、および高い頻度で少なくと
も約１０ｍｍの長さを有し、これらの断片は普通、約３０ｍｍ以下、普通は約２５ｍｍ以
下、しばしば約２０ｍｍ以下、およびかなりの頻度で約１５ｍｍ以下の長さを有する。普
通のフィルタ要素は、約１０ｍｍ、しばしば少なくとも約１５ｍｍの長さを有するが、普
通約４０ｍｍ以下、しばしば約３５ｍｍ以下の長さである。エアロゾル発生システム６０
は、変更することができる全長を有し、普通は約２０ｍｍから約６５ｍｍ、普通は約２５
ｍｍから約４０ｍｍである。エアロゾル発生システムの発熱断片３５は普通、約５ｍｍか
ら約３０ｍｍ、普通は約１０ｍｍから約１５ｍｍの長さを有し、エアロゾル発生システム
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６０のエアロゾル発生断片５１は普通、約１０ｍｍから約６０ｍｍ、普通は約２０から約
３０ｍｍの全長を有する。
【００３９】
　喫煙可能点火端部断片２２を製造するのに利用される喫煙可能材料２６の量は、変更す
ることができる。普通、主にたばこカットフィラーから製造された喫煙可能点火端部断片
２２は、乾燥重量ベースで、たばこ材料の少なくとも約２０ｍｇ、普通は少なくとも約５
０ｍｇ、しばしば少なくとも７５ｍｇ、および高い頻度で少なくとも１００ｍｇを含んで
いる。普通、主にたばこカットフィラーから製造された喫煙可能点火端部断片は、乾燥重
量ベースで、たばこ材料の最大約４００ｍｇ、普通は最大約３５０ｍｇ、しばしば最大約
３００ｇｍ、および高い頻度で最大約２５０ｍｇを含んでいる。主にたばこカットフィラ
ーから製造された特定の喫煙可能点火端部断片は、乾燥重量ベースで、たばこ材料の約８
５ｍｇ未満、しばしば約６０ｍｇ未満、さらに約３０ｍｇ未満を含むことができる。喫煙
可能点火端部断片内の喫煙可能材料の充填密度は普通、燃料要素の密度より小さい。喫煙
可能材料がカットフィラーの形を有する場合、喫煙可能点火端部断片内の喫煙可能材料の
充填密度は、約４００ｍｇ／ｃｍ３未満、普通は約３５０ｍｇ／ｃｍ３未満であり、喫煙
可能点火端部断片内のたばこ材料の充填密度は、約１００ｍｇ／ｃｍ３を超え、しばしば
約１５０ｍｇ／ｃｍ３、および高い頻度で約２００ｍｇ／ｃｍ３を超える。喫煙可能点火
端部断片２２は全体的に、喫煙可能材料から構成され、炭素燃料要素成分を含んでいない
ことが好ましい。
【００４０】
　エアロゾル発生断片５１内で利用されるエアロゾル形成剤および基質材料５５の組み合
わせた量は、変更することができる。材料は通常、約４００ｍｇ／ｃｍ３未満、普通は約
３５０ｍｇ／ｃｍ３未満の充填密度でエアロゾル発生断片５１の適当な部分（例えば、こ
の包装材料５８内の領域）を充填するように利用され、エアロゾル発生断片５１の充填密
度は普通、約１００ｍｇ／ｃｍ３を超え、しばしば約１５０ｍｇ／ｃｍ３を超える。
【００４１】
　使用中、喫煙者は、従来の喫煙物品を点火するのと同様の方法で、マッチまたはたばこ
用ライタを使用して、喫煙物品１０の点火端部１４を点火する。このように、喫煙可能点
火端部断片２２の喫煙可能材料２６は燃焼し始める。喫煙物品１０の口端部１８は、喫煙
者の唇に置かれる。燃焼している喫煙可能材料２６によって発生する熱分解産物（例えば
、たばこ煙の成分）は、喫煙物品１０を通し、フィルタ要素６５を通して喫煙者の口の中
に引き込まれる。すなわち、喫煙されると、喫煙物品は、たばこカットフィラーを燃やす
従来の巻きたばこのたばこ主流煙に似た可視主流エアロゾルを生じさせる。喫煙可能材料
２６および喫煙可能点火端部断片の外側包装材料３０は、従来のたばこ燃焼巻きたばこの
場合と基本的に同様に、燃え落ちる。得られる熱い炭が点火端部の下流側を通過するとき
に生じる灰および炭化材料は、基本的に燃焼したたばこカットフィラーから発生した灰が
たばこ燃焼巻きたばこの従来のタイプから取り除かれる方法で、巻きたばこから弾き飛ば
す、あるいは取り除くことができる。
【００４２】
　喫煙可能点火端部断片２２の燃焼により、喫煙可能点火端部断片２２の下流側に位置決
めすることができる発熱断片３５の熱源４０が加熱される。したがって、熱源４０は点火
あるいは活性化され（例えば、燃え始め）、それによって熱が生じる。エアロゾル発生シ
ステム６０内の熱源４０が燃やされ、これらの２つの領域または断片の間の熱交換関係の
結果、エアロゾル発生断片５１内のエアロゾル形成材料を揮発させるための熱が与えられ
る。エアロゾル発生断片５１の成分は、深刻な程度に熱分解（例えば、炭化または燃焼）
を受けないことが好ましい。揮発成分は、エアロゾル発生領域５１を通して引き込まれる
空気内に取り込まれる。このように形成されたエアロゾルは、フィルタ要素６５を通して
喫煙者の口の中に引き込まれる。
【００４３】
　使用の特定期間中、エアロゾル発生断片５１内に形成されるエアロゾルは、点火断片２
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２内の喫煙可能材料の熱劣化の結果形成されるエアロゾル（すなわち、煙）と共に、フィ
ルタ要素６５を通して喫煙者の口の中に引き込まれる。したがって、喫煙物品１０によっ
て生じる主流エアロゾルは、たばこカットフィラーと、揮発エアロゾル形成材料の熱分解
によって生じるたばこ煙を含んでいる。初期の一服（すなわち、点火中および直後）では
、主流エアロゾルのほとんどは喫煙可能点火端部断片２２の熱分解によるものであり、し
たがって喫煙可能材料２６の熱分解産物を含んでいる。後のほうの一服（すなわち、喫煙
可能点火端部断片が消費され、エアロゾル発生システムの熱源が点火された後）では、提
供される主流エアロゾルのほとんどがエアロゾル発生システム６０によって発生される。
喫煙者は、所望の数の一服だけ喫煙物品を吸うことができる。しかし、喫煙可能材料２６
が消費され、熱源４０が消えると、喫煙物品の使用は中止される（すなわち、喫煙体験が
終了する）。
【００４４】
　図２を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。巻きたば
こ１０は、点火端部１４に配置された喫煙可能点火端部断片２２と、口端部１８に配置さ
れたフィルタ断片６５と、喫煙可能点火端部断片２２に隣接して配置された発熱断片３５
、およびフィルタ要素６５に隣接して配置されたエアロゾル形成断片５１を含む中心に配
置されたエアロゾル発生システム６０とを備えている。喫煙物品１０の様々な断片の組成
、形式、配置および寸法は、図１を参照して前に記載したものとほぼ同様である。
【００４５】
　喫煙可能点火端部断片２２は、その断片の喫煙可能材料２６の長手方向に延びる外側部
分を囲む外側包装材料３０を備えている。発熱断片３５は、絶縁体４２によって長手方向
に囲まれた熱源４０と、絶縁体４２を囲む包装材料４５とを含んでいる。エアロゾル発生
断片５１は、その後、エアロゾル形成材料（図示せず）用の基質または担体として働く基
質材料５５と、基質材料５５を囲む包装材料５８とを含んでいる。フィルタ要素６５は、
巻きたばこフィルタ要素の従来のタイプの形を有することが好ましく、蒸気結合酢酸セル
ロースフィルタ材料７０からなる管の形を有し、長手方向に延びる中心空気路９３を備え
ることができる。フィルタ要素６５はまた、その断片６５の長手方向に延びる外側部分を
囲む任意であるが、好ましくは栓ラップ材料７２を含むことができる。
【００４６】
　前述の断片は普通、ほぼ円筒形の形状をしており、端部間の関係に位置合わせされ、好
ましくは互いに当接する。喫煙可能点火端部断片２２は、喫煙可能点火端部断片２２の長
さの少なくとも一部（例えば、発熱断片にすぐ隣接する喫煙可能点火端部断片のその部分
）、および発熱断片の長さの少なくとも一部（例えば、点火端部断片にすぐ隣接する発熱
断片のその部分）を囲む包装材料９５を使用して、発熱断片３５に取り付けられ、固定さ
れている。所望の場合、包装材料９５は、点火端部および発熱断片のいずれかまたは両方
の全長を囲むことができる。
【００４７】
　包装材料５８で覆われた基質５５を含むエアロゾル発生断片５１は、エアロゾル発生断
片の長さの少なくとも一部（例えば、フィルタ要素にすぐ隣接するエアロゾル発生断片の
その部分）、および熱フィルタ要素の長さ少なくとも一部（例えば、エアロゾル発生断片
にすぐ隣接するフィルタ要素のその部分）を囲む包装材料１０２によって、フィルタ要素
６５に取り付けられ、固定されている。所望の場合、包装材料１０２は、フィルタ要素お
よびエアロゾル発生断片のいずれかまたは両方の全長を囲むことができる。
【００４８】
　普通、点火端部断片は、「ツーアップ」点火端部断片を提供し、「ツーアップ」断片の
各端部に熱源断片を位置合わせし、「ツーアップ」組合せ断片を提供するように位置合わ
せした成分を包装することによって製造することができる。この「ツーアップ」組合せ断
片はその後、２つの組合せ断片を提供するように、その長手軸に垂直に半分に切断される
。別の方法では、２つの断片は、組合せ断片を提供するように位置合わせおよび包装する
ことができる。
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【００４９】
　普通、口端部断片は、「ツーアップ」組合せ断片を提供するように「ツーアップ」フィ
ルタ要素の各端部にエアロゾル発生断片を連結し、２つの組合せ口端部断片を提供するよ
うに「ツーアップ」組合せ断片を細分することによって提供することができる。あるいは
、この組合せ断片は、「ツーアップ」組合せ断片を提供するように「ツーアップ」エアロ
ゾル発生断片の各端部にフィルタ要素断片を連結し、２つの組合せ口端部断片を提供する
ように「ツーアップ」組合せ断片を細分することによって提供することができる。
【００５０】
　２つの組合せ断片は、フィルタ要素、エアロゾル発生断片、熱源断片、点火端部断片の
長さの少なくとも一部の上に延びる上包材料１１５によって互いに取り付けられ、固定さ
れている。
【００５１】
　場合により、（上包１１５の選択によるが、必ず好ましいわけではない）先端材料１２
０の口端部層が、巻きたばこのフィルタ領域の上に適用され得る。例えば、先端材料は巻
きたばこの長さに沿って約２５ｍｍから約３５ｍｍ延びることができる。喫煙物品はまた
、それぞれ栓ラップ７２、連結包装材料１０２、上包１１５、および任意の先端材料１２
０を通して延びる、一連の穿孔８１などの空気希釈手段を備えることができる。
【００５２】
　所望の場合、フィルタ要素は僅かに過剰な長さであるように製造することができる。加
えて、口端部領域に重なる任意の先端材料は、僅かに過剰な長さであるように製造するこ
とができる。このようにして提供された仕上げ巻きたばこは、位置合わせすることができ
、これらの巻きたばこの口極端部分は一貫した長さの巻きたばこを提供するように（例え
ば、高速切断ホイールを使用して）トリミングすることができ、それぞれ審美的に満足の
いく口端部外観を有する。
【００５３】
　図３を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。喫煙物品
１０の様々な断片の組成、形式、配置および寸法は、図１を参照して前に記載したものと
ほぼ同様である。
【００５４】
　巻きたばこ１０を作るほぼ円筒形の喫煙可能点火端部断片２２、熱源断片３５、エアロ
ゾル発生断片５１およびフィルタ要素６５は、端部間の関係で位置合わせされて、互いに
当接することが好ましい。点火端部断片２２は、喫煙可能点火端部断片２２の長さの少な
くとも一部（例えば、発熱断片にすぐ隣接する喫煙可能点火端部断片の部分）および発熱
断片の長さの少なくとも一部（例えば、点火端部断片にすぐ隣接する発熱断片のその部分
）を囲む包装材料１３０を使用して、発熱断片３５に取り付けられ、固定されている。所
望の場合、一実施形態では、包装材料は点火端部および発熱断片のいずれかまたは両方の
全長を囲むことができる。このような実施形態では、単一の点火端部断片が単一の発熱断
片と位置合わせされ、２つの断片を上包材料を使用して互いに取り付け、固定することが
できる。一実施形態では、包装材料は、喫煙可能点火端部断片の全長、および発熱断片の
長さの一部を囲んでいる。このような実施形態では、熱源断片は「ツーアップ」点火端部
断片の各端部で位置合わせすることができ、３つの断片は「ツーアップ」組合せ断片を提
供するように、上包材料を使用して組み合わせることができ、「ツーアップ」組合せ断片
は、２つの組合せ断片を提供するようにその長手軸に対して垂直に半分に切断することが
できる。
【００５５】
　エアロゾル発生断片５１および組合せ点火端部および熱源断片２２、３５の成分は、上
包材料６４を使用して、互いに取り付け、定位置に固定される。例えば、包装材料は、エ
アロゾル発生断片５１、発熱断片３５および点火端部断片２２の隣接領域の少なくとも一
部の長手方向に延びる外側表面それぞれを囲んでいる。上包材料６４の内側表面は、適切
な接着剤を使用して、発熱断片３５を点火端部断片２２に組み合わせる包装材料１３０の
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外側表面、およびエアロゾル発生断片５１の外側包装材料５８の外側表面に固定されてい
る。上包材料６４は、点火端部断片２２の長さのかなりの部分にわたって延びていること
が好ましい。例えば、上包材料６４は、点火端部断片の全長（例えば、その断片の端部と
ほぼ同一平面に）にわたって、その断片の点火極端部を僅かに越えて（例えば、その断片
の端部を越えて最大約２ｍｍ）延びることができる、または図３に示すように、その断片
の点火極端部から（例えば、その断片の端部から最大約５ｍｍ）僅かに窪むことができる
。上包材料６４は、エアロゾル発生断片５１の長さのかなりの部分にわたって延びている
ことが好ましい。単一の上包材料を使用した３つの断片の組合せにより、巻きたばこ棒が
提供される。
【００５６】
　フィルタ要素６５は、ほぼ図１を参照して前に記載した方法で、先端材料７８を使用し
て、そのように形成された巻きたばこ棒に取り付けられている。喫煙物品は、口端部領域
１８の近傍に適当な穿孔８１を提供することによって場合により空気希釈されることがで
きる。
【００５７】
　図４を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。喫煙物品
１０の様々な断片の組成、形式、配置および寸法は、図３を参照して前に記載したものと
ほぼ同様である。しかし、エアロゾル発生断片５１は、発熱断片の長さの一部（例えば、
エアロゾル発生断片にすぐ隣接するその断片の部分）、およびエアロゾル発生断片の長さ
の少なくとも一部（例えば、発熱断片にすぐ隣接するその断片の部分）を囲む包装材料１
３１を使用して、発熱断片３５に取り付けられ、固定されている。包装材料１３１は、エ
アロゾル発生断片の長さおよび発熱断片の長さの一部を囲んでいることが最も好ましい。
このような好ましい配置は、２つの発熱断片を提供し、これらの断片それぞれを「ツーア
ップ」エアロゾル発生断片の各端部で位置合わせし、上包を使用して３つの断片を組み合
わせ、２つの組み合わせた断片を提供するように、組み合わせた「ツーアップ」断片を長
手軸に垂直に半分に切断することによって提供することができる。発熱断片をエアロゾル
発生断片に組み合わせるのに使用される包装材料１３１は、紙および金属箔の積層物（す
なわち、発熱断片からエアロゾル発生断片に熱を伝えるのに使用することができる材料）
であることが最も好ましい。
【００５８】
　点火端部断片２２および組み合わせたエアロゾル発生および熱源断片５１、３５の成分
は、ほぼ図３を参照して前に記載した方法で、上包材料６４を使用して互いに取り付けら
れ、定位置に固定されている。
【００５９】
　フィルタ要素６５は、ほぼ図１を参照して前に記載した方法で、先端材料７８を使用し
てそのように形成された巻きたばこ棒に取り付けられている。喫煙物品は、口端部領域１
８の近傍に適当な穿孔８１を設けることによって場合により空気希釈されることができる
。
【００６０】
　図５を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。喫煙物品
１０の様々な断片の組成、形式、配置および寸法は、図２を参照して前に記載したものと
ほぼ同様である。しかし、エアロゾル発生断片５１は、発熱断片の長さの一部（例えば、
エアロゾル発生断片にすぐ隣接するその断片の部分）、およびエアロゾル発生断片の長さ
の少なくとも一部（例えば、発熱断片にすぐ隣接するその断片の部分）を囲む包装材料１
３１を使用して、発熱断片３５に取り付けられ、固定されている。発熱断片をエアロゾル
発生断片に組み合わせるのに使用される包装材料１３１は、紙および金属箔の積層物（す
なわち、発熱断片からエアロゾル発生断片に熱を伝えるのに使用することができる材料）
であることが最も好ましい。
【００６１】
　点火端部断片２２、組み合わせたエアロゾル発生および熱源断片５１、３５およびフィ
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ルタ要素６５の成分は、ほぼ図２を参照して前に記載した方法で、上包材料１１５を使用
して互いに取り付けられ、定位置に固定されている。
【００６２】
　場合により、先端材料１２０の口端部層を、巻きたばこのフィルタ領域の上に加えるこ
とができる。喫煙物品は、一連の穿孔８１などの空気希釈手段を場合により備えることが
でき、それぞれ上包１１５および任意の先端材料１２０を通して延びている。
【００６３】
　図６を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。喫煙物品
１０の様々な断片の組成、形式、配置および寸法は、図３を参照して前に記載したものと
ほぼ同様である。エアロゾル発生断片５１は、発熱断片の長さの一部（例えば、エアロゾ
ル発生断片にすぐ隣接するその断片の部分）、およびエアロゾル発生断片の長さの少なく
とも一部（例えば、発熱断片にすぐ隣接するその断片の部分）を囲む包装材料１３１を使
用して、発熱断片３５に取り付けられ、固定されている。発熱断片をエアロゾル発生断片
に組み合わせるのに使用される包装材料１３１は、紙および金属箔の積層物（すなわち、
発熱断片からエアロゾル発生断片に熱を伝えるのに使用することができる材料）であるこ
とが最も好ましい。発熱断片３５はまた、発熱断片の長さの一部（例えば、点火端部断片
にすぐ隣接するその断片の部分）、および点火断片の長さの少なくとも一部（すなわち、
発熱断片にすぐ隣接するその断片の部分）を囲む包装材料１３４を使用して、点火端部断
片２２に取り付けられ、固定されている。点火端部および熱源断片を連結する包装材料１
３４は、点火端部断片の全長にわたって延びていることが好ましい。
【００６４】
　得られるアセンブリは、「ツーアップ」点火端部断片の各端部で個別の熱源断片を取り
付け、３つの断片を互いに取り付け、得られた「ツーアップ」断片を半分に切断すること
によって形成することができる。各組合せ断片は、「ツーアップ」エアロゾル発生断片の
各端部で位置合わせされ、３つの断片は互いに取り付けられ、得られる「ツーアップ」ア
センブリは半分に切断される。組み合わせた点火端部断片２２、熱源断片３５、およびエ
アロゾル発生断片５１の各アセンブリは、ほぼ図３を参照して前に記載した方法で、上包
材料６４を使用して、互いに取り付けられ、定位置に固定される。
【００６５】
　フィルタ要素６５は、ほぼ図１を参照して前に記載した方法で、先端材料７８を使用し
て、そのようにして形成された巻きたばこ棒に取り付けられている。喫煙物品は、口端部
領域１８の近傍で関連包装材料を通して適当な穿孔８１を設けることによって場合により
空気希釈されることができる。
【００６６】
　図７を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。巻きたば
こ１０は、点火極端部１４に配置された発熱断片３５と、口端部１８に配置されたフィル
タ断片６５と、フィルタ要素６５に隣接して配置されたエアロゾル形成断片５１とを備え
ている。代表的な発熱断片３５は、絶縁体４２によって囲まれたほぼ円筒形の炭素熱源４
０を組み込むことができる。喫煙物品１０の様々な断片の構成および寸法は、図１を参照
して前に記載したものに関する方法とほぼ同様である。
【００６７】
　発熱断片３５は、喫煙可能点火端部断片２２の長さの少なくとも一部（例えば、発熱断
片にすぐ隣接する喫煙可能点火端部断片の部分）および発熱断片の長さの少なくとも一部
（例えば、点火端部断片にすぐ隣接する発熱断片の部分）を囲む包装材料１５０を使用し
て、エアロゾル発生断片５１に取り付けられ、固定されている。上包材料１５０は、点火
端部断片の全長（例えば、その断片の端部とほぼ同一平面に）にわたって延びることがで
きる、または図７に示すように、その断片の点火極端部から（例えば、その断片の端部か
ら最大約５ｍｍ）僅かに窪むことができる。発熱断片をエアロゾル発生断片に組み合わせ
るのに使用される包装材料１５０は、紙および金属箔の積層物（すなわち、発熱断片から
エアロゾル発生断片に熱を伝えるのに使用することができる材料）であることが最も好ま
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しい。
【００６８】
　組み合わせた断片は、フィルタ要素、エアロゾル発生断片、および熱源断片の長さの少
なくとも一部にわたって延びる上包材料１１５によって、フィルタ要素６５に取り付けら
れ、固定されている。上包材料１１５は、点火端部断片の全長（例えば、その断片の端部
とほぼ同一平面に）にわたって、その断片の点火極端部を僅かに越えて（例えば、その断
片の端部を越えて最大約２ｍｍ）延びることができる、または図７に示すように、その断
片の点火極端部から（例えば、その断片の端部から最大約５ｍｍ）僅かに窪むことができ
る。所望の場合、点火端部断片を越えて延びる上包１１５の一部は、必要に応じて、巻き
たばこの点火極端部の上で折り畳むことができる。上包材料の選択、および上包材料が点
火端部より短くまたは長く延びる程度は、巻きたばこの適当な性能を可能にするように選
択される。すなわち、これらの要因が、点火端部断片の燃焼の所望の程度を可能にする。
【００６９】
　場合により、先端材料１２０の口端部層を、巻きたばこのフィルタ領域の上に加えるこ
とができる。喫煙物品は、一連の穿孔８１などの空気希釈手段を場合により備えることが
でき、それぞれ栓ラップ７２、連結包装材料１５０、上包１１５および任意の先端材料１
２０を通して延びている。
【００７０】
　図８を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。巻きたば
こ１０は、点火極端部１４に配置された発熱断片３５と、他の端部１８に配置されたフィ
ルタ断片６５と、これらの２つの断片の間に配置されたエアロゾル発生断片５１とを備え
ている。発熱断片３５は、喫煙可能点火端部断片２２の長さの少なくとも一部（例えば、
発熱断片にすぐ隣接する喫煙可能点火端部断片の部分）、および発熱断片の長さの少なく
とも一部（例えば、点火端部断片にすぐ隣接する発熱断片の部分）を囲む包装材料６４を
使用して、エアロゾル発生断片５１に取り付けられ、固定されている。所望の場合、包装
材料は、点火端部および発熱断片のいずれかまたは両方の全長を囲むことができる。単一
の上包材料を使用したこれら２つの断片の組合せはしたがって、巻きたばこ棒を提供する
。発熱断片をエアロゾル発生断片に組み合わせるのに使用される包装材料は、紙および金
属箔の積層物（すなわち、発熱断片からエアロゾル発生断片に熱を伝えるのに使用するこ
とができる材料）である。熱源の包装材料は、白色の外観の不透明性が高い紙であり、熱
源の包装材料と同様の全外観を有する上包は、熱源の下流端部の周りに最大約３ｍｍから
約４ｍｍ延びている。
【００７１】
　フィルタ要素６５は、ほぼ図１を参照して前に記載した方法で、先端材料７８を使用し
て、そのようにして形成された巻きたばこ棒に取り付けられている。喫煙物品は、口端部
領域１８の近傍で適当な穿孔８１を設けることによって場合により空気希釈されることが
できる。
【００７２】
　図９を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。巻きたば
こ１０は、点火極端部１４に配置された発熱断片３５と、口端部１８に配置されたフィル
タ断片６５と、発熱断片に隣接して配置されたエアロゾル形成断片５１と、フィルタ要素
６５に隣接して配置されたたばこ含有断片１５５とを備えている。所望の場合、たばこ含
有断片は、単一の成分片を形成するように組み合わされた多成分断片であってよい。喫煙
物品１０の様々な断片の組成、形式、配置および寸法は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔ
ｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙにより「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されている巻き
たばこ内に組み込まれたのとほぼ同様であってよい。たばこ含有断片１５５は、たばこお
よび／またはたばこ風味発生材料１５８（例えば、たばこカットフィラー、たばこ材料の
ストリップ、再構成たばこ材料の収集ウェブなど）を有する。この断片は、紙包装材料な
どの周辺包装材料１５９を有することができる。
【００７３】
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　上包材料は、単一の層の先端タイプまたは巻きたばこ包装材料タイプ材料であってよい
。上包材料はまた、２層、３層以上の積層物であってよい。例えば、白色の不透明性が高
い紙の外側層を有する積層物を、外観の目的で利用することができ、たばこ含有または再
構成たばこ紙の内側層を、優れた風味を巻きたばこに提供するために使用することができ
る。他の例として、紙、たばこ含有紙および金属箔の積層物、３層紙の積層物、紙、金属
メッシュおよびたばこ含有紙の積層物、または紙、金属箔およびたばこ含有紙の積層物を
利用することができる。特定の状況では、上包の選択などの要因によって、熱源の包装材
料は、白色の外観の不透明性が高い紙であり、熱源の包装材料と同様の全外観を有する上
包は、熱源の下流端部の周りに約３ｍｍから約４ｍｍ延びている。巻きたばこの点火極端
部を越えて延びる上包を有する実施形態では、上包は熱源断片の点火端部の上で折り畳む
ことができる。このような状況では、上包の縁部は、その上包の屈曲または折り畳みを容
易にするように、フルートを付ける、スリットを入れる、あるいは加工することができる
。金属メッシュ層は、折り畳み位置に上包を保持するのを助けることができる。
【００７４】
　熱源断片３５は、熱源断片の長さの少なくとも一部（例えば、エアロゾル発生断片にす
ぐ隣接する断片の部分）、およびエアロゾル発生断片の長さの少なくとも一部（例えば、
発熱断片にすぐ隣接する部分）を囲む包装材料１６１を使用して、エアロゾル発生断片５
１に取り付けられ、固定されている。所望の場合、包装材料は、エアロゾル発生および発
熱断片のいずれかまたは両方の全長を囲むことができる。発熱断片をエアロゾル発生断片
に組み合わせるのに使用される包装材料１６１は、紙および金属箔の積層物（すなわち、
発熱断片からエアロゾル発生断片に熱を伝えるのに使用することができる材料）であるこ
とが最も好ましい。
【００７５】
　組み合わせた発熱断片３５およびエアロゾル発生断片５１は、発熱断片３５の長さの少
なくとも一部（例えば、エアロゾル発生断片にすぐ隣接するその断片の部分）、エアロゾ
ル発生断片５１、およびたばこ含有断片１５５の長さの少なくとも一部（例えば、フィル
タ要素にすぐ隣接するその断片の部分）を囲む包装材料６４を使用して、たばこ含有断片
１５５に取り付け、固定されている。所望の場合、包装材料はたばこ含有および発熱断片
のいずれかまたは両方の全長を囲むことができる。単一の包装材料を使用した３つの断片
の組合せにより、巻きたばこ棒が提供される。
【００７６】
　フィルタ要素６５は、ほぼ図１を参照して前に記載した方法で、先端材料７８を使用し
てそのように形成された巻きたばこ棒に取り付けられている。喫煙物品は、口端部領域１
８の近傍に適当な穿孔８１を設けることによって場合により空気希釈されることができる
。
【００７７】
　代表的な巻きたばこ１０は、約２４．５ｍｍの周面および約８３ｍｍの全長を有する。
発熱断片３５は約１２ｍｍの長さを有し、エアロゾル発生断片５１は約２１ｍｍの長さを
有し、たばこ含有断片１５５は約４０ｍｍの長さを有し、フィルタ要素６５は約１０ｍｍ
の長さを有する。発熱断片は、金属箔および紙で構成された積層包装材料１６１を使用し
て、エアロゾル発生断片に取り付けられ、包装材料は、エアロゾル発生断片の全長、およ
びエアロゾル発生領域に隣接する発熱断片の約３から約４ｍｍを囲んでいる。代表的な上
包材料６４は、約６５ｍｍから約７０ｍｍの長さを有する。上包材料６４は、その断片の
点火極端部１４の約３ｍｍから約４ｍｍがそれによって覆われないように熱源断片を、エ
アロゾル発生断片５１を、およびその断片の口極端部１８の約１ｍｍから約５ｍｍがそれ
によって覆われないようにたばこ含有断片１５５を覆い、囲んでおり、このようにして、
巻きたばこ棒が提供される。フィルタ要素６５は、フィルタ要素の全長、およびフィルタ
要素に隣接する巻きたばこ棒の約１７ｍｍの上にある先端材料７８を使用して、得られる
巻きたばこ棒に取り付けられている。空気希釈穿孔８１のリングは、巻きたばこの口極端
部１８の約１３ｍｍを囲んでいる。
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【００７８】
　図１０を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。発熱断
片３５は、ほぼ図７を参照して前に記載した方法で、包装材料１６１を使用してエアロゾ
ル発生断片５１に取り付けられ、固定されている。たばこ含有断片１５５は、たばこ含有
断片の長さの少なくとも一部（例えば、フィルタ要素にすぐ隣接するその断片の部分）、
およびフィルタ要素の長さの少なくとも一部（例えば、たばこ含有断片にすぐ隣接するフ
ィルタ要素の部分）を囲む包装材料１８０を使用して、フィルタ要素６５に連結されてい
る。所望の場合、包装材料は、たばこ含有断片およびフィルタ要素のいずれかまたは両方
の全長を囲んでいる。
【００７９】
　２つの組み合わせた断片は、フィルタ要素、たばこ含有断片、エアロゾル発生断片、お
よび熱源断片の長さの少なくとも一部の上に延びる上包材料１１５によって、互いに取り
付けられ、固定されている。
【００８０】
　場合により、先端材料１２０の口端部層を、巻きたばこのフィルタ領域の上に加えるこ
とができる。喫煙物品は、一連の穿孔８１などの空気希釈手段を場合により備えることが
でき、それぞれ連結包装材料１８０、上包１１５および任意の先端材料１２０を通して延
びている。所望の場合、上包の下にある特定の包装材料の層、特に高い不透明性の上包は
、金属箔またはシートを組み込んだたばこ含有または再構成たばこ紙または積層物、およ
びたばこ含有または再構成たばこ紙で構成することができる。
【００８１】
　図１１を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。発熱断
片３５、エアロゾル発生断片５１およびたばこ含有断片１５５は個別に、端部間の関係で
位置合わせされ、好ましくは互いに当接し、巻きたばことして互いに取り付けられ、固定
されるように、上包６４を使用して包まれている。上包６４は、紙および金属箔の積層物
であることが好ましく、エアロゾル発生断片、および発熱断片およびたばこ含有断片の隣
接領域の上にあることが好ましい。上包６４は、発熱断片上に約３ｍｍから約６ｍｍ、た
ばこ含有断片の極端部口端部から最大約５ｍｍ延びていることが好ましい。
【００８２】
　フィルタ要素６５は、ほぼ図１を参照して前に記載した方法で、先端材料７８を使用し
て、そのように形成された巻きたばこ棒に取り付けられている。喫煙物品は、口端部領域
１８の近傍に適当な穿孔８１を提供することによって場合により空気希釈されることがで
きる。
【００８３】
　図１２を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。発熱断
片３５、エアロゾル発生断片５１、たばこ含有断片１５５およびフィルタ要素６５は個別
に、端部間の関係で位置合わせされ、好ましくは互いに当接し、巻きたばことして互いに
取り付けられ、固定されるように、上包１１５を使用して包まれている。上包１１５は、
紙および金属箔の積層物であることが好ましく、フィルタ要素、たばこ含有断片、エアロ
ゾル発生断片、および発熱断片の隣接領域の上にあることが好ましい。上包１１５は、発
熱断片の上に約３ｍｍから約６ｍｍ延びていることが好ましい。
【００８４】
　場合により、先端材料１２０の口端部層を、巻きたばこのフィルタ領域の上に加えるこ
とができる。喫煙物品は、一連の穿孔８１などの空気希釈手段を場合により備えることが
でき、それぞれ上包１１５および任意の先端材料１２０を通して延びている。
【００８５】
　図１３を参照すると、巻きたばこの形の代表的な喫煙物品１０が示されている。発熱断
片３５、エアロゾル発生断片５１、たばこ含有断片１５５およびフィルタ要素６５は個別
に、端部間の関係で位置合わせされ、好ましくは互いに当接する。代表的な発熱断片３５
は、炭素燃料要素４０、絶縁体４２および紙上包４５を備えている。例示的な発熱断片は
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、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙにより「Ｅｃｌｉｐｓｅ
」の商用名で市販されている巻きたばこのタイプ内に組み込まれた一般のタイプであり、
約１２ｍｍの長さを有することが好ましい。代表的なエアロゾル発生断片５１は、グリセ
リンなどのエアロゾル形成材料に対する基質材料５５などの再構成たばこ材料の成形シー
トタイプを含み、また金属箔および紙の積層物などの、周面包装材料５８を含んでいる。
例示的なエアロゾル発生断片は、約２１ｍｍの長さを有する。代表的なたばこ含有断片１
５５は、好ましくはカットフィラーの形でたばこおよび／または加工たばこ１５８を含み
、また周面紙包装材料１５８を含んでいる。このような断片は便利には、Ｈａｕｎｉ　Ｍ
ａｓｃｈｉｎｅｎｂａｕ　ＡＧから市販されているＰｒｏｔｏｓなどの巻きたばこ製造機
の従来のタイプを使用して、製造することができる。例示的なたばこ含有断片は、約４０
ｍｍの長さを有する。
【００８６】
　エアロゾル発生断片５１は、金属および紙の積層物などの包装材料１６１を使用して、
発熱断片３５に連結されている。その包装材料１６１は、エアロゾル発生断片に隣接する
領域で発熱断片の長さの一部（例えば、約３ｍｍから約４ｍｍ）を囲み、その包装材料は
エアロゾル発生断片の長さの一部、好ましくはエアロゾル発生断片の全長を囲んでいる。
【００８７】
　エアロゾル発生断片５１は、紙、または金属および紙の積層物などの適切な包装材料１
９５を使用して、たばこ含有断片１５５に連結されている。その包装材料１９５は、たば
こ含有断片に隣接する領域でエアロゾル発生断片の長さの一部（例えば、約５ｍｍ）を囲
み、その包装材料はたばこ含有断片の長さの一部、好ましくはたばこ含有断片の全長を囲
んでいる。
【００８８】
　前述の成分は、２つの発熱断片を提供し、「ツーアップ」エアロゾル発生断片の各端部
でこれらの断片を位置合わせすることによって組み合わせることができる。例示的な「ツ
ーアップ」エアロゾル発生断片は、約４０ｍｍから約４５ｍｍ、好ましくは約２１ｍｍの
長さを有することができる。３つの断片は、ＭＡＸ　Ｓとして市販されている装置などの
、装置の先端タイプを使用して組み合わされる。これらの断片はその後、別の製造ステッ
プで直接、貯蔵、乾燥、再注文、または使用することができる。「ツーアップ」断片は、
２つの組合せ断片を提供するように、適切な分割ナイフを使用して長手軸と垂直に、半分
に切断される。断片は、互いに分離して広げることができ、「ツーアップ」たばこ含有断
片はこれらの２つの組合せ断片の間に位置決めすることができる。得られた３つの位置合
わせした断片は、ＭＡＸ　Ｓとして市販されている装置などの、装置の先端タイプを使用
して組み合わせられる。例えば、約９０ｍｍの幅を有する先端紙を使用して、これらの断
片を互いに組み合わせることができる。得られる「ツーアップ」巻きたばこ棒断片は、２
つの巻きたばこ棒を提供するように、長手軸と垂直に半分に切断される。これらの棒は、
適当なリザーバ内に収集する、または回転および収集することができる。個別の巻きたば
こ棒は、ＭＡＸ　Ｓとして市販されている装置などの装置の先端タイプのホッパ内に供給
することができる。
【００８９】
　各前述の巻きたばこ棒は、フィルタ要素断片６５（例えば、約１０ｍｍの長さ、または
１０ｍｍを僅かに超える長さを有する酢酸セルロースフィルタまたはフィルタ管）と位置
合わせされている。フィルタ要素６５の少なくとも全長、たばこ含有断片１５５の長さ、
エアロゾル発生断片５５の長さ、および発熱断片３５の長さの少なくとも一部は、高い不
透明性の巻きたばこ紙または巻きたばこ先端紙などの、上包材料１１５によって囲まれて
いる。例えば、上包材料１１５の喫煙性状によって、上包材料はその断片の点火端部と同
一平面になるように、発熱断片の点火端部を越えて、または図１３に示すように、その断
片の下流端部に向かって延びることができる。上包１１５は、発熱断片上に約３ｍｍから
約６ｍｍ延びていることが好ましい。所望の場合、フィルタ要素の口極端部の短い部分は
、均一の長さの巻きたばこ、および審美的に満足のいく真っ直ぐなフィルタ端部を提供す
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るために、短く切ることができる。
【００９０】
　好ましくはないが、先端材料１２０の口端部層を、巻きたばこのフィルタ領域の上に場
合により加えることができる。好ましくはないが、喫煙物品は一連の穿孔８１などの空気
希釈手段を場合により備えることができ、それぞれ上包１１５および任意の先端材料１２
０を通して延びている。例えば、空気希釈穿孔のリングは、巻きたばこを口極端部の約１
３ｍｍを囲むことができる。
【００９１】
　図７から図１３を参照して記載した巻きたばこは、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂ
ａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙにより「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されている巻きたば
ことかなり同じ方法で利用される。
【００９２】
　喫煙可能点火端部断片、発熱断片、エアロゾル発生断片、たばこ含有断片、口端部片、
および前述の様々な成分は、巻きたばこおよび巻きたばこ成分製造技術および機器の従来
のタイプ、または適当に変更した巻きたばこおよび巻きたばこ成分製造機器を使用して製
造することができる。すなわち、様々な成分部品および部分は、巻きたばこおよび巻きた
ばこ成分の設計および製造の分野、および巻きたばこ成分アセンブリの分野の技術者に知
られている技術の従来のタイプを使用して、加工し、巻きたばこ内に組み込むことができ
る。例えば、全体を参照により本明細書に組み込むＢａｋｅｒ他の米国特許第５，０５２
，４１３号、Ｂａｋｅｒ他の米国特許第５，０８８，５０７号、Ｗｈｉｔｅ他の米国特許
第５，１０５，８３８号、Ｂａｒｎｅｓ他の米国特許第５，４６９，８７１号、Ｒｉｇｇ
ｓ他の米国特許第５，５５１，４５１号、およびＮｅｓｔｏｒ他の米国特許出願公開第２
００５／００６６９８６号に記載された成分構成、成分材料、アセンブリ方法およびアセ
ンブリ技術のタイプを参照のこと。
【００９３】
　多断片成分の製造は、ドイツ、ＨａｍｂｕｒｇのＨａｕｎｉ　Ｍａｓｃｈｉｎｅｎｂａ
ｕ　ＡＧからＭｕｌｆｉまたはＭｅｒｌｉｎの商用名で、またはＨｅｉｎｒｉｃｈ　Ｂｕ
ｒｇｈａｒｔ　ＧｍｂＨからＬＫＦ－０１　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍｕｌｔｉ　Ｆｉｌ
ｔｅｒ　Ｍａｋｅｒとして市販されているタイプの組合せ機器を使用して行うことができ
る。様々な断片または巻きたばこ成分の組合せは、Ｈａｕｎｉ　Ｍａｓｃｈｉｎｅｎｂａ
ｕ　ＡＧからＬａｂ　ＭＡＸ、ＭＡＸ、ＭＡＸ　ＳまたはＭＡＸ　８０として市販されて
いる先端装置などの、従来のタイプまたは適切に変更された装置を使用して行うことがで
きる。すなわち、棒、断片および組合せ断片を、適当に変更および配置した先端装置を使
用して、供給する（例えば、トレイ、ホッパ、ホイールなどを使用して）、位置合わせす
る、先端合わせあるいは連結する、細分する、旋回する、運ぶ、分離および収集する（例
えば、トレイ、ベルト、ホッパなどを使用して）ことができる。例えば、Ｅｒｄｍａｎｎ
他の米国特許第３，３０８，６００号、Ｒｅｕｌａｎｄ他の米国特許第４，２８０，１８
７号、Ｈｅｉｔｍａｎｎ他の米国特許第４，２８１，６７０号、Ｖｏｓ他の米国特許第６
，２２９，１１５号、およびＲｅａｄ，Ｊｒ．の米国特許出願公開第２００５／０１９４
０１４号に記載された装置および組合せ技術のタイプを参照のこと。
【００９４】
　図３を参照して記載したタイプの巻きたばこなどの、本発明の一態様を代表する巻きた
ばこを組み立てるやり方または方法は、技術の以下のタイプを使用して製造することがで
きる。
【００９５】
　紙包装材料によって囲まれたたばこカットフィラーを含むたばこ棒は、従来の巻きたば
こ製造機を使用して製造することができる。例えば、連続たばこ棒は、１２０ｍｍの長さ
をそれぞれ有する複数のたばこ棒に細分することができ、このような棒はそれぞれ、６本
の巻きたばこの点火端部断片の製造のために、いわゆる「シックスアップ」たばこ棒とし
て使用することができる。このように、「シックスアップ」棒は、たばこ棒切断技術の従
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来のタイプを使用して、長手軸に対して横にそれぞれ４０ｍｍの長さを有する３つの断片
に切断することによって、二重長さまたはいわゆる「ツーアップ」断片に細分することが
できる。ガラスフィラメント絶縁ジャケットによって囲まれ、外側包装材料によって囲ま
れている押出成形した炭素燃料要素の連続棒はまた、短い断片に細分することができる。
例えば、連続棒は、それぞれ１２ｍｍの長さを有する複数の円筒形の熱源断片に細分する
ことができ、このような各断片は巻きたばこの発熱断片の製造のために「ワンアップ」断
片として使用することができる。熱源断片は、「ツーアップ」熱点火端部断片の各端部に
位置決めすることができる。発熱断片の長さの少なくとも一部、および喫煙可能点火端部
断片に対する周面包装材料は、「ツーアップ」組合せ断片を提供するように働く。この「
ツーアップ」組合せ断片は、２つの組合せ断片の片を提供するように、半分に（すなわち
、「ツーアップ」点火端部断片を通して、組合せ断片の長手軸に対して横に）切断するこ
とができる。
【００９６】
　一方、包装材料によって囲まれたグリセリンを組み込んだ加工たばこフィラーを含む棒
は、巻きたばこ製造機の従来のタイプを使用して製造することができる。包装材料は、紙
からなる外側表面および金属箔からなる内側表面を有する積層材料であってよい。例えば
、連続たばこ棒は、１０２ｍｍの長さをそれぞれ有する複数のたばこ棒に細分することが
でき、このような各棒は、６本の巻きたばこのエアロゾル発生断片の製造のために、「シ
ックスアップ」たばこ棒として使用することができる。このように、「シックスアップ」
棒は、たばこ棒切断技術の従来のタイプを使用して、３４ｍｍの長さをそれぞれ有する３
つの「ツーアップ」円筒形断片に細分することができる。前に提供した組合せ断片は、「
ツーアップ」エアロゾル発生断片の各端部に位置決めすることができる。
【００９７】
　エアロゾル発生断片および組合せ断片の長さの少なくとも一部用の周面外側上包は、「
ツーアップ」巻きたばこ棒を提供するように働く。いくつかの実施形態では、上包は紙か
らなる外側表面および金属箔からなる内側表面を有する積層材料であってよい。いくつか
の実施形態では、上包は審美的に満足のいく巻きたばこ棒を提供する高い不透明性の紙で
あってよい。その「ツーアップ」巻きたばこ棒は、それぞれ３つの組合せ断片の片を含む
２本の巻きたばこ棒を提供するように、半分に（すなわち、「ツーアップ」エアロゾル発
生断片を通して、組合せ断片の長手軸に対して横に）切断することができる。別の方法で
は、組合せ断片は「ワンアップ」エアロゾル発生断片の一端部に位置決めし、「ワンアッ
プ」巻きたばこ棒を提供するように包むことができる。上包の単一の層は、エアロゾル発
生断片の長さの少なくとも一部、発熱断片、および点火端部断片の長さの少なくとも一部
を覆うことが好ましい。
【００９８】
　「ツーアップ」フィルタ要素断片は、フィルタ製造技術の従来のタイプを使用して製造
することができる。前に提供した巻きたばこ棒は、「ツーアップ」フィルタ要素断片の各
端部に位置決めすることができる。フィルタ要素断片および巻きたばこ棒の隣接領域に対
する周面先端材料は、「ツーアップ」フィルタ付き巻きたばこを提供するように働く。こ
の「ツーアップ」巻きたばこは、２本のフィルタ付き巻きたばこを提供するように、半分
に（すなわち、「ツーアップ」フィルタ要素を通して、組合せ断片の長手軸に対して横に
）切断することができる。
【００９９】
　図１０を参照して記載したタイプの巻きたばこなどの、本発明の一態様を代表する別の
巻きたばこを組み立てるやり方または方法は、技術の以下のタイプを使用して製造するこ
とができる。
【０１００】
　エアロゾル発生断片は、好ましくは知られている連続棒製造技術を使用して提供される
。一例として、エアロゾル形成材料の基質として働くシート状材料のウェブは、長手方向
に延びる周面包装材料内で集められ、この中に含めることができる。別の例として、エア



(23) JP 5244782 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

ロゾル形成材料を組み込んだ再構成たばこ材料のカットフィラーの形は、長手方向に延び
る周面包装材料内で分量またはロールとして（例えば、過程の従来の巻きたばこ棒製造タ
イプを使用して）形成されることができる。いずれの場合でも、このようにして形成され
た連続棒は、「ツーアップ」棒に細分される。
【０１０１】
　所望の長さの熱源断片が提供される。２つの熱源断片が、各「ツーアップ」エアロゾル
発生断片と組み合わせられる。すなわち、熱源断片は「ツーアップ」エアロゾル発生断片
の各端部で位置合わせされている。３つの断片はその後、包装材料が「ツーアップ」エア
ロゾル発生断片の長手方向に延びる表面、および各熱源断片の長手方向に延びる表面の少
なくとも一部上に延びるような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられ
る。得られるアセンブリはその後、２つの個別の棒部分を提供するように、長手軸と垂直
に半分に切断され、各部分は組み合わせた発熱断片およびエアロゾル発生断片を有する。
【０１０２】
　たばこ含有断片は、好ましくは知られている連続棒製造技術を使用して提供される。一
例として、シート状の再構成たばこ材料のウェブを、長手方向に延びる周面包装材料内で
集められ、この中に含めることができる。別の例として、たばこカットフィラーは、長手
方向に延びる周面包装材料内で分量またはロールとして（例えば、過程の従来の巻きたば
こ棒製造タイプを使用して）形成されることができる。いずれの場合でも、このようにし
て形成された連続棒は、「ツーアップ」棒に細分される。
【０１０３】
　所望の長さのフィルタ要素断片が提供される。２つのフィルタ断片が、各「ツーアップ
」たばこ断片と組み合わせられる。すなわち、フィルタ要素は「ツーアップ」たばこ断片
の各端部で位置合わせされている。３つの断片はその後、包装材料が「ツーアップ」たば
こ断片の長手方向に延びる表面、および各フィルタ要素断片の長手方向に延びる表面の少
なくとも一部上に延びるような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられ
る。得られるアセンブリはその後、２つの個別の棒部分を提供するように、長手軸と垂直
に半分に切断され、各部分は組み合わせたたばこ含有断片およびフィルタ要素断片を有す
る。
【０１０４】
　組合せ断片の前述の２つのタイプはそれぞれ、熱源断片が一端部に位置決めされ、フィ
ルタ要素がもう一端部に位置決めされるように、端部間の関係で位置合わせされている。
２つの断片はその後、包装材料がフィルタ要素の長手方向に延びる表面、たばこ断片、エ
アロゾル発生領域、および熱源断片の長手方向に延びる表面の少なくとも一部の上に延び
るような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられる。このように、様々
な組み合わせた棒断片を有する組み立てた巻きたばこが提供される。
【０１０５】
　このようにして提供された巻きたばこは、「ワンアップ」法で組み立てることができる
。このような状況では、フィルタ要素の口極端部を上包材料と位置合わせすることが望ま
しく、それによってフィルタ要素および得られる上包は基本的に互いに同一平面上にある
。別の方法では、フィルタ要素は過剰長さであるように製造することができ、それによっ
てフィルタ要素の端部の一部は巻きたばこの端部からトリミングすることができる。その
結果、フィルタ要素および上包の同一平面構成を保証することができる。任意の上包先端
紙はまた、仕上げ巻きたばこの口端部に加えることができる。
【０１０６】
　図１０を参照して記載したタイプの巻きたばこなどの、本発明の一態様を代表する別の
巻きたばこを組み立てるやり方または方法は、技術の以下のタイプを使用して製造するこ
とができる。
【０１０７】
　組み合わせた発熱断片およびエアロゾル発生断片は、前に記載した技術のタイプを使用
して提供することができる。
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【０１０８】
　たばこ含有断片は、前に記載した技術のタイプを使用して提供される。いずれの場合で
も、このようにして形成された連続棒は、「ワンアップ」棒片断片に細分される。
【０１０９】
　フィルタ要素断片が提供される。しかし、フィルタ要素断片は「ツーアップ」フィルタ
断片として提供される。２つのたばこ断片は、各「ツーアップ」フィルタ断片と組み合わ
せられる。すなわち、たばこ含有棒断片は「ツーアップ」フィルタ断片の各端部で位置合
わせされる。３つの断片はその後、包装材料が「ツーアップ」フィルタ断片の長手方向に
延びる表面、および各たばこ断片の長手方向に延びる表面の少なくとも一部上に延びるよ
うな、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられる。得られるアセンブリは
その後、２つの個別の棒部分を提供するように、長手軸と垂直に半分に切断され、各部分
は組み合わせたたばこ含有断片およびフィルタ要素断片を有する。
【０１１０】
　得られる断片はそれぞれ、前に記載した技術のタイプを使用して、巻きたばこを形成す
るように組み立てられる。
【０１１１】
　図１０を参照して記載したタイプの巻きたばこなどの、本発明の一態様を代表する別の
巻きたばこを組み立てるやり方または方法は、技術の以下のタイプを使用して製造するこ
とができる。
【０１１２】
　組み合わせた発熱断片およびエアロゾル発生断片は、前に記載した技術のタイプを使用
して提供することができる。
【０１１３】
　たばこ含有断片は、前に記載した技術のタイプを使用して提供される。いずれの場合で
も、このようにして形成された連続棒は、「ワンアップ」断片に細分される。
【０１１４】
　フィルタ要素断片が提供される。フィルタ要素断片は「ツートップ」フィルタ断片とし
て提供される。２つのたばこ断片は、各「ツーアップ」フィルタ断片と組み合わせられる
。すなわち、たばこ棒断片は「ツーアップ」フィルタ断片の各端部で位置合わせされる。
３つの断片はその後、包装材料が「ツーアップ」フィルタ断片の長手方向に延びる表面、
および各たばこ含有断片の長手方向に延びる表面の少なくとも一部上に延びるような、配
置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられる。このようにして、「ツーアップ
」断片が提供される。
【０１１５】
　得られた「ツーアップ」断片は、前に組み合わせた発熱断片およびエアロゾル発生断片
と端部間の関係で位置合わせされている。すなわち、組合せ断片は「ツーアップ」断片の
各端部に位置決めされている。３つ断片はその後、包装材料がフィルタ要素片の長手方向
に延びる表面、たばこ断片、エアロゾル発生領域、および熱源断片の長手方向に延びる表
面の少なくとも一部の上に延びるような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合
わせられる。このように、様々な組み合わせた棒断片を有する組み立てた「ツーアップ」
巻きたばこが提供される。得られた「ツーアップ」巻きたばこアセンブリはその後、２つ
の個別の仕上げ巻きたばこを提供するように、その長手軸と垂直に半分に切断される。
【０１１６】
　図９を参照して記載したタイプの巻きたばこなどの、本発明の一態様を代表する別の巻
きたばこを組み立てるやり方または方法は、技術の以下のタイプを使用して製造すること
ができる。このような方法は、上包の単層を有する巻きたばこ棒を形成するステップと、
フィルタ要素をそこに取り付けるステップを含んでいる。
【０１１７】
　組み合わせた発熱断片およびエアロゾル発生断片は、前に記載した技術のタイプを使用
して提供することができる。例えば、「ツーアップ」組合せ断片は、ＭＡＸ　Ｘ、または
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装置の他の適切な先端タイプを使用して、「ツーアップ」エアロゾル発生断片および２つ
の発熱断片を組み合わせることによって提供することができる。
【０１１８】
　たばこ含有断片は、前に記載した技術のタイプを使用して提供される。一実施形態では
、そのようにして形成された連続棒は「ワンアップ」棒に細分される。各たばこ含有断片
は、前述の組合せ断片の一端部（すなわち、エアロゾル発生断片端部）で位置合わせされ
ている。２つの断片はその後、包装材料がたばこ含有断片の長手方向に延びる表面、エア
ロゾル発生領域、および熱源断片の長手方向に延びる表面の少なくとも一部の上に延びる
ような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられる。このような組合せ方
法は、ＭＡＸ　Ｓ、または装置の他の適切な先端タイプを使用して行うことができる。
【０１１９】
　別の実施形態では、そのようにして形成された連続棒は、「ツーアップ」棒に細分され
る。２つの前に組み合わせた断片のエアロゾル発生断片は、「ツーアップ」たばこ含有断
片の各端部で位置合わせされている。３つの断片はその後、包装材料がたばこ含有断片の
長手方向に延びる表面、エアロゾル発生領域、および熱源断片の長手方向に延びる表面の
少なくとも一部の上に延びるような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせ
られる。そのようにして提供された得られる「ツーアップ」巻きたばこ棒は、２本の巻き
たばこ棒を提供するように、長手軸に垂直に半分に切断される。このような組合せ方法は
、ＭＡＸ　Ｓ、または装置の他の適切なまたは適切に変更した先端タイプを使用して行う
ことができる。
【０１２０】
　いずれの場合でも、単一の上包として関連領域内に現れるものを有する巻きたばこ棒を
提供することができる。これらの巻きたばこ棒はその後、別の加工のためにリザーバに供
給される。リザーバは、第２のＭＡＸ　Ｓなどの、別の先端装置のホッパであってよい。
【０１２１】
　フィルタ要素断片が提供され、これらの断片は「ツーアップ」フィルタ断片として提供
される。２本の巻きたばこ棒は、各「ツーアップ」フィルタ断片と組み合わせられる。す
なわち、たばこ棒断片は「ツーアップ」フィルタ断片の各端部で位置合わせされている。
３つの位置合わせした断片はその後、包装材料が「ツーアップ」フィルタ断片の長手方向
に延びる表面、および各巻きたばこ棒の各たばこ断片領域の上包の隣接部分の上に延びる
ような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられる。得られるアセンブリ
はその後、２つの個別の仕上げ巻きたばこを提供するように、長手軸と垂直に半分に切断
される。
【０１２２】
　図９を参照して記載したタイプの巻きたばこなどの、本発明の一態様を代表する別の巻
きたばこを組み立てるやり方または方法は、技術の以下のタイプを使用して製造すること
ができる。このような方法は、上包の単層を有する巻きたばこ棒を形成するステップと、
フィルタ要素をそこに取り付けるステップを含んでいる。
【０１２３】
　組み合わせた発熱断片およびエアロゾル発生断片は、前に記載した技術のタイプを使用
して提供することができる。
【０１２４】
　たばこ含有断片は、前に記載した技術のタイプを使用して提供される。前述の組合せ断
片は、「ツーアップ」たばこ含有断片の各端部に位置決めされている。３つの位置合わせ
した断片はその後、包装材料がたばこ断片の長手方向に延びる表面、エアロゾル発生領域
、および熱源断片の長手方向に延びる表面の少なくとも一部の上に延びるような、配置の
先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられる。このように、単一の上包として関連
領域内に現れるものを有する「ツーアップ」巻きたばこ棒が提供される。得られるアセン
ブリはその後、２つの個別の巻きたばこ棒部分を提供するように、長手軸と垂直に半分に
切断される。
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【０１２５】
　フィルタ要素断片が提供され、これらの断片は「ツーアップ」フィルタ断片として提供
される。２本の巻きたばこ棒は、各「ツーアップ」フィルタ断片と組み合わせられる。す
なわち、各巻きたばこ棒のたばこ棒断片は「ツーアップ」フィルタ断片の各端部で位置合
わせされている。３つの断片はその後、包装材料が「ツーアップ」フィルタ断片の長手方
向に延びる表面、および各巻きたばこ棒の各たばこ断片領域の上包の隣接部分の上に延び
るような、配置の先端タイプで包装材料を使用して組み合わせられる。得られるアセンブ
リはその後、２つの個別の仕上げ巻きたばこを提供するように、長手軸と垂直に半分に切
断される。
【０１２６】
　喫煙可能材料および本発明の特定の態様を行うのに有用な他の関連材料は、変更するこ
とができる。喫煙可能材料は、喫煙可能点火端部断片または棒内に組み込むことができる
、その喫煙可能点火端部断片内のある領域に塊およびバルクを提供することができる材料
である。喫煙可能材料は、組み込まれる喫煙物品の通常の使用中に、崩壊のあるタイプを
受ける。少なくとも部分的にその喫煙可能材料の少なくともいくつかの成分の熱分解によ
る喫煙可能材料の崩壊は、「煙」として通常特徴付けられた形を有するエアロゾルの形成
につながる。例えば、たばこ材料を組み込む喫煙可能材料は、燃焼、あるいは熱分解を受
けて、たばこ煙を生じさせることを意図している。たばこタイプおよびたばこ混合物の選
択は、そのたばこ材料またはたばこ材料の混合物が燃焼した場合に生じるそのエアロゾル
の化学組成、および官能特性を決めることができる。
【０１２７】
　喫煙可能点火端部断片の喫煙可能材料は、ある形のたばこを組み込んでいることが最も
好ましい。好ましい喫煙可能材料は、これらの材料の乾燥重量に基づき、主にある形のた
ばこで構成されている。すなわち、これらの材料の乾燥重量の大部分、およびこれらの材
料を組み込んだ混合物（材料の混合物、または添加物が加えられるあるいは組み込まれる
材料を含む）の重量の大部分は、ある形のたばこによって提供される。例えば、これらの
材料は、非たばこフィラー材料（例えば、炭酸カルシウム粒子、炭素材料、粒または木材
パルプ）および／または結合剤（例えば、グアーガム、アルギン酸ナトリウムまたはアル
ギン酸アンモニウム）の少量を組み込んだ加工たばこであってもよく、および／またはこ
れらの材料の混合物はたばこ代替物または増量剤を組み込むことができる。これらの材料
、およびこれらの材料を組み込んだ混合物は、たばこ、非たばこフィラー材料、および非
たばこ代替物または増量剤の組み合わせた重量に基づいて、乾燥重量ベースで頻繁に約７
０パーセントを超えるたばこを含んでおり、しばしば約８０パーセントを超えるたばこで
あり、普通は約９０パーセントを超えるたばこである。これらの材料はまた、基本的に全
てたばこ材料で作ることができ、あらゆる非たばこフィラー、代替物または増量剤を組み
込んでいない。
【０１２８】
　喫煙可能材料は、ケーシングおよび／または最上層成分などの、巻きたばこの製造のた
めに従来使用されたタイプのたばこ添加物で処理することができる。例えば、Ｗｏｃｈｉ
ｎｏｗｓｋｉの米国特許第３，４１９，０１５号、Ｂｅｒｎｄｔ他の米国特許第４，０５
４，１４５号、Ｂｕｒｃｈａｍ、Ｊｒ．他の米国特許第４，８８７，６１９号、Ｗａｔｓ
ｏｎの米国特許第５，０２２，４１６号、Ｓｔｒａｎｇ他の米国特許第５，１０３，８４
２号、Ｍａｒｔｉｎの米国特許第５，７１１，３２０号を参照のこと。ケーシング材料と
しては、水、砂糖およびシロップ（例えば、蔗糖、ブドウ糖およびブドウ糖果糖液糖）、
保湿剤（例えば、グリセリンまたはプロピレングリコール）、および香味料（例えば、コ
コアおよび甘草）を挙げることができる。これらの加えられた成分はまた、最上層材料（
例えば、メントールなどの香味材料）を含んでいる。例えば、Ｍａｙｓ他の米国特許第４
，４４９，５４１号を参照のこと。添加物はまた、Ｌｅｔｔａｕの米国特許第４，９９５
，４０５号に記載の機器のタイプ、またはＫｏｈｌ　Ｍａｓｃｈｉｎｅｎｂａｕ　Ｇｍｂ
ＨからＭｅｎｔｈｏｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　ＭＡＳとして市販され
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ているものを使用して、喫煙可能材料に加えることができる。特性のケーシングおよび最
上層成分の選択は、望ましい官能特性などの要因により、これらの成分の選択および使用
は、巻きたばこ設計および製造の分野の技術者にはすぐに自明のことである。Ｇｕｔｃｈ
ｏ、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｆｌａｖｏｒｉｎｇ　Ｓｕｂｓｔａｎｃｅｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏ
ｄｓ、Ｎｏｙｅｓ　Ｄａｔａ　Ｃｏｒｐ．（１９７２年）、およびＬｅｆｆｉｎｇｗｅｌ
ｌ他、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｆｌａｖｏｒｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｓｍｏｋｉｎｇ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓ（１９７２年）参照のこと。喫煙可能材料はまた、例えばアンモニアまたは水酸化アン
モニウムで処理することができる、あるいはアンモニアを組み込むように（例えば、リン
酸２アンモニウムなどのアンモニア塩の添加によって）処理することができる。いくつか
の実施形態では、喫煙可能材料内に任意で組み込まれるアンモニアの量は、喫煙可能材料
の乾燥重量に基づいて、約５パーセント未満であり、普通は約１から約３パーセントであ
る。
【０１２９】
　喫煙可能材料は、巻きたばこなどの喫煙物品の製造で従来の形式および方法で使用する
ことができる。これらの材料は、たばこの細断片（例えば、薄板および／または茎）を組
み込むことができ、および／またはこれらの材料は加工した形であるたばこ材料であって
よい。例えば、これらの材料は通常カットフィラーの形（例えば、約１０分の１インチか
ら約６０分の１インチ、または約２０分の１インチから約３５分の１インチの幅、および
約８分の１インチから約３インチ、普通は約４分の１インチから約１インチの長さに切断
されたたばこフィラーの小片またはストランド）で使用される。別の方法では、あまり好
ましくないが、加工たばこ材料などのこれらの材料は、長手方向に延びるストランドとし
て、または所望の構成に形成されたシートとして、または所望の形状に形成された圧縮ま
たは押出成形片として利用することができる。
【０１３０】
　たばこ材料は、熱風乾燥たばこ、バーレーたばこ、オリエンタルたばこまたはメリーラ
ンドたばこ、暗色たばこ、燻蒸乾燥たばこ、ルスチカたばこと、他の珍しいまたは特殊な
たばこまたはこれらの混合物などのたばこの様々なタイプを含むことができ、これらから
生じることができる。たばこ、成長実施、収穫実施および硬化実施の様々なタイプの説明
が、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ、Ｄａｖｉｓ他（編集）（１９９９年）に記載されている。また、Ｌａｗｓｏ
ｎ他の米国特許出願公開第２００４／００８４０５６号を参照のこと。いくつかの実施形
態では、たばこ材料は適当に硬化および熟成させたものである。
【０１３１】
　たばこ材料は、いわゆる「混合」の形で使用することができる。例えば、普通は「アメ
リカンブレンド」と呼ばれる特定の人気のあるたばこブレンドは、熱風乾燥たばこ、バー
レーたばこおよびオリエンタルたばこの混合物を含んでいる。このようなブレンドは多く
の場合、加工たばこ茎（例えば、カットロール茎、カットロール押出成形茎、またはカッ
トパフ茎）、容量膨張たばこ（例えば、好ましくはカットフィラーの形のドライアイス膨
張たばこ（ＤＩＥＴ）などのパフたばこ）などの加工した形を有するたばこ材料を含んで
いる。たばこ材料はまた、再構成たばこ（例えば、製紙タイプまたは成形シートタイプ過
程を使用して製造された再構成たばこ）の形を有することができる。たばこ再構成過程は
従来、通常廃棄される可能性があるたばこの部分を商業的に有用な形に変換する。例えば
、たばこ茎、たばこの再利用可能な片、およびたばこ粉塵は、極めて均一な一貫性のある
加工再構成たばこを製造するのに使用することができる。特定の巻きたばこブランドの製
造に使用されるたばこブレンド内のたばこの各タイプの正確な量は変更することができ、
所望の官能特性などの要因による、設計選択の方法である。例えば、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｅ
ｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ、Ｖｏｇｅｓ（編集）、４４－４５ページ（１９８４年）、Ｂｒ
ｏｗｎｅ、Ｔｈｅ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｏｆ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅｓ、第３版、４３ページ（
１９９０年）、およびＴｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａ
ｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、Ｄａｖｉｓ他（編集）、３４６ページ（１９９９年）参照
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のこと。様々な代表的なたばこタイプ、たばこの加工タイプ、たばこブレンドのタイプ、
巻きたばこ成分および材料、およびたばこ棒構成はまた、本明細書に参照により組み込む
Ｌａｗｓｏｎ他の米国特許第４，８３６，２２４号、Ｐｅｒｆｅｔｔｉ他の米国特許第４
，９２４，８８３号、Ｐｅｒｆｅｔｔｉ他の米国特許第４，９２４，８８８号、Ｂｒｏｗ
ｎ他の米国特許第５，０５６，５３７号、Ｂｒｉｎｋｌｅｙ他の米国特許第５，１５９，
９４２号、Ｇｅｎｔｒｙの米国特許第５，２２０，９３０号、Ｂｌａｋｌｅｙ他の米国特
許第５，３６０，０２３号、Ｙｏｎｇ他の米国特許第５，７１５，８４４号、Ｄｏｍｉｎ
ｇｕｅｚ他の米国特許第６，７３０，８３２号、Ｓｈａｆｅｒ他の米国特許出願公開第２
００２／００００２３５号、Ｌｉ他の米国特許出願公開第２００３／００７５１９３号、
Ｌｉ他の米国特許出願公開第２００３／０１３１８５９号、ＢｅｒｅｍａｎのＰＣＴ出願
公開第ＷＯ０２／３７９９０号、Ｌａｗｓｏｎ他の米国特許出願公開第２００４／００８
４０５６号、Ｐｅｒｆｅｔｔｉ他の米国特許出願公開第２００４／０２５５９６５号、Ｎ
ｅｓｔｏｒ他の米国特許出願公開第２００５／００６６９８６号、およびＢｏｍｂｉｃｋ
他、Ｆｕｎｄ．Ａｐｐｌ．Ｔｏｘｉｃｏｌ．、３９、１１－１７ページ（１９９７年）に
記載されている。
【０１３２】
　発熱断片の燃料要素は変更することができる。適切な燃料要素、代表的な成分、設計お
よびその構成、およびこれらの燃料要素およびその成分を製造するやり方および方法は、
本明細書に参照により組み込むＢａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第４，７１４，０８２号、
Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第４，７５６，３１８号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許
第４，８８１，５５６号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第４，９８９，６１９号、Ｆａ
ｒｒｉｅｒ他の米国特許第５，０２０，５４８号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，
０２７，８３７号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第５，０６７，４９９号、Ｆａｒｒｉ
ｅｒ他の米国特許第５，０７６，２９７号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，０９９
，８６１号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第５，１０５，８３１号、Ｗｈｉｔｅ他の米
国特許第５，１２９，４０９号、Ｂｅｓｔ他の米国特許第５，１４８，８２１号、Ｃｌｅ
ａｒｍａｎ他の米国特許第５，１５６，１７０号、Ｒｉｇｇｓ他の米国特許第５，１７８
，１６７号、Ｓｈａｎｎｏｎ他の米国特許第５，２１１，６８４号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他
の米国特許第５，２４７，９４７号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，３４５，９５
５号、Ｂａｒｎｅｓ他の米国特許第５，４６９，８７１号、Ｒｉｇｇｓの米国特許第５，
５５１，４５１号、Ｍｅｉｒｉｎｇ他の米国特許第５，５６０，３７６号、Ｍｅｉｒｉｎ
ｇ他の米国特許第５，７０６，８３４号、Ｍｅｉｒｉｎｇ他の米国特許第５，７２７，５
７１号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許出願公開第２００５／０２７４３９０号に記載さ
れている。炭素燃料要素は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙによって「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されている巻き
たばこ内に組み込まれたタイプである。いくつかの実施形態では、各熱源断片はワンピー
ス燃料要素を組み込んでおり、１つの燃料要素だけが各熱源断片に組み込まれている。い
くつかの実施形態では、燃料要素は長手方向に延びる空気路がない。特定の燃料要素は、
比較的大きい直径の中心通路を有し、周面に延びる溝がない、ほぼ管状の形状を有するこ
とができる。例えば、これらの燃料要素は、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第４，９８９
，６１９号に記載された形式および構成のタイプを有していない。特定の燃料要素は、長
手方向に延びる周面溝を有し、溝は半円形、三角形または矩形の断面形状を有することが
できる、または燃料要素の全断面形状は実際はほぼ「雪片」として特徴付けることができ
る。特定の他の燃料要素は、中心通路を任意選択で含む、溝のない表面を有することがで
きる。さらに他の燃料要素は、溝のない表面を有することができ、例えば円筒形の燃料要
素などの、ほぼ中実（例えば、あらゆる中心通路がない）である。
【０１３３】
　燃料要素は炭素材料を含んでいる。例えば、燃料要素に組み込まれた可燃性炭素材料の
量は、乾燥重量ベースで、燃料要素の重量の少なくとも約５０パーセント、しばしば少な
くとも約６０パーセント、および高い頻度で少なくとも約７０パーセントを提供すること
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ができる。いくつかの実施形態では、燃料要素は、最大約１５重量パーセント、高い頻度
で最大約１０重量パーセントの結合剤、最大約１５重量パーセント、高い頻度で最大約１
０重量パーセントのたばこ粉末、塩などの添加材料、最大約２０重量パーセント、高い頻
度で最大約１５重量パーセントのグラファイトまたはアルミナなどの材料、および少なく
とも約５０重量パーセント、高い頻度で約６５重量パーセントの高炭素含有炭素材料を組
み込むことができる。しかし、いくつかの実施形態では、燃料要素はＲｉｇｇｓ他の米国
特許第５，１７８，１６７号に記載されたナトリウムの量、および／またはＲｉｇｇｓ他
の米国特許第５，５５１，４５１号に記載されたグラファイトおよび／または炭酸カルシ
ウムの量がないことがある。いくつかの実施形態では、燃料要素は、約１０から約２０重
量部のグラファイトまたはアルミナなどの材料、および約６０から約７５重量部の可燃性
炭素材料を組み込んでいる。例えば、代表的な燃料要素は、乾燥重量ベースで、約６６．
５パーセントの炭素材料、約１８．５パーセントのグラファイト、約５パーセントのたば
こ部、約１０パーセントのグアーガム、および約１パーセントの炭酸ナトリウムを有する
ことができる。このような燃料要素は、長手方向に延びる周表面溝を有することができる
、またはなくてもよく、このような燃料要素は、少なくとも１つの中心に配置された長手
方向に延びる空気路を有することができる、またはなくてもよい。
【０１３４】
　燃料要素は、圧縮、押圧または押出成形などの技術によって所望の形状に形成すること
ができる。例えば、湿った生地状ペーストは、ステンレス鋼バレルおよびねじ、高耐磨耗
および腐食性セラミック材料で構成された内側スリーブ、およびセラミック金型を有する
押出成形機などの単一ねじまたは二重ねじ押出成形機を使用して押出成形することができ
る。押出成形装置の例示的なタイプとしては、ＩＣＭＡ　Ｓａｎ　Ｇｉｏｒｇｉｏ　Ｍｏ
ｄｅｌ　Ｎｏ．７０－１６Ｄ、またはＷｅｌｄｉｎｇ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ　Ｍｏｄｅｌ
　Ｎｏ．７０－１６ＬＤとして市販されているタイプが挙げられる。比較的高レベルの炭
素材料を含む押出成形燃料要素では、燃料要素の密度は、押出成形混合物内の水分レベル
を大きくする、押出加工機内の金型圧力を小さくする、または押出成形混合物内に比較的
低密度材料を組み込むことによって僅かに小さくすることができる。
【０１３５】
　燃料要素は、粗い、細かいまたは超微細粒子と密接している。燃料要素は、様々な方法
でこれらの粒子と密接にすることができる。これらの粒子は、燃料要素に加えられる、ま
たはその中に組み込まれることが最も好ましい。粒子は、噴霧、同時押出成形またはコー
ティングによって適用されることができる。粒子は、燃料内にランダムにまたは基本的に
均質に分配される燃料成分と混合されることができる、または好ましい場合、燃料要素は
表面コーティングされることができる。しかし、所望の場合、これらの粒子は燃料要素に
密接にすることができる。例えば、これらの粒子はまた、燃料要素を囲む絶縁アセンブリ
の絶縁材料に、あるいは喫煙物品内に（例えば、熱源の下流側の領域内に）適用される、
またはこれに組み込まれることができる。すなわち、酸化セリウムを組み込んだ懸濁液は
、製造中に燃料との接触の直前に絶縁材料のガラスマットに適用されることができる。基
質に適用された粒子は、燃料要素にあるいは喫煙物品内のどこかに（例えば、エアロゾル
発生領域内またはその近くに）組み込まれることができる。
【０１３６】
　燃料要素を、燃料要素の長さを少なくとも部分的に通して、またはそれに沿って延びる
少なくとも１つの長手方向通路または周面溝内で粒子組成を濃縮することによって、粗い
、細かいまたは超微細粒子と密接して提供することができる。例えば、燃料要素は内側芯
／外郭配置を備えることができ、外郭は炭素材料の内側芯を囲んでいる炭素材料を含み、
内側芯は粗い、細かいまたは超微細粒子酸化剤または触媒組成を含んでいる。別の方法で
は例えば、燃料要素は、粗い、細かいまたは超微細粒子酸化剤または触媒組成を組み込ん
だ、１つまたは複数の長手方向に延びる周面溝を備えることができる。
【０１３７】
　特に酸化セリウムの例示的な粗い粒子は、約２．５マイクロメートルから約２００マイ
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クロメートルの範囲の平均粒径を有する。特に酸化セリウムの例示的な粒子は、約１００
ｎｍから約２．５マイクロメートルの範囲の平均粒径を有する。特に酸化セリウムの例示
的な細かいまたは超微細粒子は、約１ｎｍから約１００ｎｍの範囲の平均粒径を有する。
特に酸化セリウムの例示的な細かいまたは超微細粒子は、約１０ｎｍより大きい、さらに
約５０ｎｍより大きい平均粒径を有することが好ましい。例えば、適切な粒子は、約１０
ｎｍから約２０ｎｍの範囲の直径を有することができる。しかし、より小さい粒径材料を
使用することもできる。代表的な酸化セリウム粒子は、約１ｎｍから約１００マイクロメ
ートルの範囲の直径を有することができる。
【０１３８】
　粗い、細かいおよび超微細粒子は、溶媒または液体担体（例えば、水、メタノールまた
はエタノール）内で懸濁させることができ、燃料要素は得られるコロイド懸濁液で浸漬被
覆することができる。浸漬被覆は、燃料要素に表面処理の普通のタイプを行うために行う
ことができる。酢酸および硝酸などの安定剤を、これらの懸濁液に加えることができる。
さらに、このような溶液または懸濁液のｐＨレベルは、懸濁液を安定化させ、それによっ
て被覆効果を大きくするように働くように、所望の程度に調節することができる。形成さ
れた燃料要素は、乾燥粉末粒子で表面処理することができる、または懸濁液で噴霧被覆す
ることができる。別の方法では、これらの粒子は押出形材が押出成形金型から出た直後に
、燃料要素押出形材と接触することができる。このようにして、各燃料要素の少なくとも
一部に粗い、細かいまたは超微細粒子の表面処理のタイプを提供するやり方または方法が
提供される。乾燥粉末の形、または溶液またはコロイドの形の粗い、細かいまたは超微細
粒子は、他の押出成形材料と共に、炭素材料混合物に直接混合させることができる。
【０１３９】
　燃料要素に加えられる、あるいはその中に組み込まれる粗い、細かいまたは超微細粒子
の量または質量は、変更することができる。例えば、代表的な燃料要素に普通加えられる
、またはその中に組み込まれる量は、約１ｍｇから約８０ｍｇにわたることができる。普
通、好ましくは酸化セリウムの粗い、細かいまたは超微細粒子などのその量は、少なくと
も約２ｍｇ、しばしば少なくとも約５ｍｇである。普通、この量は約５０ｍｇを超えず、
しばしば約２５ｍｇを超えない。高い頻度で、この量は約５ｍｇから約２０ｍｇであって
よい。
【０１４０】
　粗い、細かいおよび超微細粒子は、金属酸化物、または金属および金属酸化物の様々な
組合せの形を有することができる。これらの粒子は、遷移金属、遷移金属酸化物、および
ランタニドおよびアクチニド系金属および金属酸化物を含むことができる。金属酸化物の
例は、酸化セリウムである。金属および金属酸化物の例は、銀、鉄、銅、アルミニウム、
ジルコニウム、および関連酸化物であり、これらの金属および金属酸化物は酸化セリウム
と混合させることができる。粗い、細かいおよび超微細粒子および関連材料、およびこの
製造に関するやり方および方法の様々なタイプが、本明細書に参照により組み込むＭｃＣ
ｏｒｍｉｃｋの米国特許第６，５０３，４７５号、Ｍｏｒａｌｅｓ他の米国特許第６，４
７２，４５９号、Ｗｕ他の米国特許第６，４６７，８９７号、Ｃａｒｕｓｏ他の米国特許
第６，４７９，１４６号、Ｓｃｈｍｉｄｔ他の米国特許第６，４７９，１５６号、ＭｃＣ
ｏｒｍｉｃｋの米国特許第６，５０３，４７５号、Ｌｉ他の米国特許第７，０１１，０９
６号、Ｔａｋｉｋａｗａ他の米国特許出願公開第２００２／０１２７３５１号、Ｂｉｌｌ
ｉｅｔ他の米国特許出願公開第２００２／０１６７１１８号、Ｙａｄａｖ他の米国特許出
願公開第２００２／０１７２８２６号、Ｌｅｅ他の米国特許出願公開第２００２／０１９
４９５８号、Ｌｉｌｌｙ　Ｊｒ．他の米国特許出願公開第２００２／０１４４５３号、Ｂ
ｅｒｅｍａｎ他の米国特許出願公開第２００３／００００５３８号に記載されている。
【０１４１】
　いくつかの例では、酸化セリウムなどの金属または金属酸化物を基質上に置くことがで
きる。適当な基質の例は、活性炭、酸化銅、アルミナおよびチタニアである。例えば、所
望の基質は、酸化セリウムの懸濁液で均一に被覆され、炉内で乾燥される。基質上へのセ
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リアの装填は変更することができるが、被覆基質の合計乾燥重量に基づき、約０．２パー
セントから約１０．０パーセントである。
【０１４２】
　粗い、細かいおよび超微細粒子、特に酸化セリウムの粒子は、少なくとも１つの金属ま
たは金属ハロゲン化物と合わせて利用することができる。適切な金属および金属ハロゲン
化物の例は、塩化パラジウムおよび塩化白金などのＶＩＩＩ（Ｂ）族金属および金属ハロ
ゲン化物である。例えば、金属ハロゲン化物の溶液を、酸化セリウムの粒子と組み合わせ
、燃料要素内に組み込むことができる。普通、酸化セリウムの量に対する金属ハロゲン化
物の量の比は、重量ベースで、約１：２から約１：１０，０００の範囲である。
【０１４３】
　燃料要素は、絶縁体または他の適切な材料によって囲まれるあるいは被覆される。絶縁
体は、燃料要素を喫煙物品内の定位置に支持、維持および保持するように構成および利用
することができる。絶縁体は加えて、引き込まれた空気およびエアロゾルがそこを簡単に
通過することができるように適合させることができる。絶縁材料、絶縁体アセンブリの成
分、発熱断片内の代表的な絶縁体アセンブリの構成、絶縁体アセンブリの包装材料、およ
びこれらの成分およびアセンブリを製造するやり方および方法の例が、本明細書に参照に
より組み込むＰｒｙｏｒ他の米国特許第４，８０７，８０９号、Ｈａｎｃｏｃｋ他の米国
特許第４，８９３，６３７号、Ｂａｒｎｅｓ他の米国特許第４，９３８，２３８号、Ｓｈ
ａｎｎｏｎ他の米国特許第５，０２７，８３６号、Ｌａｗｓｏｎ他の米国特許第５，０６
５，７７６号、Ｗｈｉｔｅ他の米国特許第５，１０５，８３８号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の
米国特許第５，１１９，８３７号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，２４７，９４７
号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第５，３０３，７２０号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国
特許第５，３４５，９５５号、Ｃａｓｅｙ，ＩＩＩ他の米国特許第５，３９６，９１１号
、Ｗｈｉｔｅの米国特許第５，５４６，９６５号、Ｍｅｉｒｉｎｇ他の米国特許第５，７
２７，５７１号、Ｗｉｌｋｉｎｓｏｎ他の米国特許第５，９０２，４３１号、およびＣｏ
ｏｋ他の米国特許第５，９４４，０２５号に記載されている。また、Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　
Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔｏｂ
ａｃｃｏ、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒ
ａｐｈ（１９８８年）を参照のこと。絶縁体アセンブリは、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　
Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」
の商用名で市販されている巻きたばこのタイプ内に組み込まれている。
【０１４４】
　絶縁体アセンブリは、不織ガラスフィラメントマットの少なくとも１層を使用して製造
される。例えば、不織ガラスフィラメントマットの少なくとも１層のウェブは、連続押出
成形した燃料要素の周りを包むことができ、マットの面はマットへの燃料要素の結合を容
易にするために水で（例えば、噴霧によって）湿らせることができ、得られるアセンブリ
は連続紙ウェブで（例えば、それぞれ任意選択で香味料または燃焼調整剤を含むことがで
きる、２つの連続中心線ストリップ接着剤および蒸気ライン接着剤を使用して）囲むこと
ができ、得られる連続棒は所望の長さの断片に切断することができる。所望の場合、香味
料、燃焼調整剤などは、ガラスフィラメントマットに適用される水の中に組み込むことが
できる。例えば、Ｌａｗｓｏｎ他の米国特許第５，０６５，７７６号、Ｍｅｉｒｉｎｇ他
の米国特許第５，７２７，５７１号、およびＷｉｌｋｉｎｓｏｎ他の米国特許第５，９０
２，４３１号に記載された技術のタイプは任意選択で、適切な燃料要素アセンブリを提供
するために利用することができる。
【０１４５】
　絶縁体アセンブリは、不織マット内に組み込むことができる、硫酸カルシウム繊維、耐
熱セラミックフィラメント、耐高温炭素フィラメント（例えば、グラファイトタイプ材料
）などの材料を組み込むことができる。本発明の喫煙物品で使用する絶縁体アセンブリは
また、ガラスフィラメントマット内に分散された、またはガラスフィラメントマットの少
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なくとも１層を備えた再構成たばこシートの少なくとも１層として構成されたたばこの粒
子または片などのたばこを組み込むことができる。別の方法では、紙タイプ材料（例えば
、耐熱特性の特定の程度を提供するのに十分な量の、塩化カリウムなどの適当な塩で処理
した紙タイプ材料）を、巻きたばこ内の定位置に燃料要素をしっかり適当に保持するため
に、燃料要素の周りで収集する、または圧着および収集することができる。さらに、Ｎｅ
ｓｔｏｒ他の米国特許出願公開第２００５／００６６９８６号に記載されたような、適当
な塩で処理することができる、たばこカットフィラー（例えば、細断アルミナ、たばこ茎
の片、細断された再構成たばこ紙タイプシート、細断された再構成たばこ成形シート、ま
たは前述の混合物）は、巻きたばこ内の定位置にしっかりと燃料要素を適当の保持するた
めに、燃料要素の周面領域を囲むことができる。たばこ材料の代表的なタイプは、たばこ
タイプの混合物から、またはたばこの１つの主なタイプ（例えば、主にバーレーたばこか
らなる成形シートタイプまたは紙タイプの再構成たばこ、または主にオリエンタルたばこ
からなる成形シートタイプまたは紙タイプの再構成たばこ）から製造することができる。
別の方法では、絶縁断片の実施形態は、たばこ材料を含んでいなくてもよい、すなわち、
いくつかの実施形態では、絶縁断片にたばこがなくてもよい。香味料（例えば、揮発性香
味料）は、絶縁体アセンブリ内に組み込むことができ、このようにして、（ｉ）風味は、
エアロゾルが絶縁体アセンブリを通過するときに、喫煙可能材料の燃焼によって生じる引
き込まれたエアロゾル内に混入させることができ、（ｉｉ）発熱断片の燃料要素を燃焼さ
せることによって生じるエアロゾルの風味を良くすることができる。
【０１４６】
　エアロゾル形成材料は変更することができ、様々なエアロゾル形成材料の混合物を使用
することができる。エアロゾル形成材料の代表的なタイプが、本明細書に参照により組み
込むＳｅｎｓａｂａｕｇｈ，Ｊｒ．他の米国特許第４，７９３，３６５号、Ｊａｋｏｂ他
の米国特許第５，１０１，８３９号、Ｂｉｇｇｓ他のＰＣＴ出願公開第ＷＯ９８／５７５
５６号およびＣｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ
　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔ
ｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ
　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ（１９８８年）に記載されている。いくつかの実
施形態では、エアロゾル形成材料は、十分な熱を加えた際に可視エアロゾルを作り出し、
「煙状」であると考えることができる。いくつかの実施形態では、エアロゾル形成材料は
、たばこを燃焼させることによって作り出される煙の化学的性質に対して、化学的に単純
である。エアロゾル形成材料は、いくつかの実施形態では、グリセリンまたはプロピレン
グリコールなどのポリオールであってよい。
【０１４７】
　エアロゾル形成材料の基質として働く、エアロゾル発生領域のその部分に材料を提供す
るのに様々な材料を使用することができる。基質材料、および本発明で使用するエアロゾ
ル形成材料を組み込んだ形式は、本明細書に参照により組み込むＳｅｎｓａｂａｕｇｈ他
の米国特許第４，７９３，３６５号、Ｗｈｉｔｅの米国特許第４，８９３，６３９号、Ｃ
ｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，０９９，８６１号、Ｊａｋｏｂ他の米国特許第５，１
０１，８３９号、Ｇｅｎｔｒｙ他の米国特許第５，１０５，８３６号、Ｂｒｉｎｋｌｅｙ
他の米国特許第５，１５９，９４２号、Ｃｌｅａｒｍａｎ他の米国特許第５，２０３，３
５５号、Ａｒｚｏｎｉｃｏ他の米国特許第５，２７１，４１９号、Ｌｅｋｗａｕｗａ他の
米国特許第５，３２７，９１７号、Ｃａｓｅｙ，ＩＩＩ他の米国特許第５，３９６，９１
１号、Ｙｏｕｎｇ他の米国特許第５，５３３，５３０号、Ｃｌｅａｒｍａｎの米国特許第
５，５８８，４４６号、Ｊａｋｏｂ他の米国特許第５，５９８，８６８号、Ｙｏｕｎｇ他
の米国特許第５，７１５，８４４号、Ｂｅｅｓｏｎ他の米国特許第６，３７８，５２８号
、およびＮｅｓｔｏｒ他の米国特許出願公開第２００５／００６６９８６号に記載されて
いる。また、Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ
　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔ
ｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ
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　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ（１９８８年）を参照のこと。有用な基質材料は
、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍｉｅ
ｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されている巻きたばこのタイプ内に組み込
まれている。
【０１４８】
　基質材料は、ある形のたばこを組み込むことができ、通常は主にたばこで構成され、ほ
ぼ全てのたばこ材料によって提供されることができる。基質材料の形を変更することがで
きる。いくつかの実施形態では、基質材料は基本的に従来のフィラーの形で（例えば、カ
ットフィラーとして）利用される。基質材料はそうでなければ、所望の構成に形成するこ
とができる。基質材料は、Ｐｒｙｏｒ他の米国特許第４，８０７，８０９号に全体的に記
載された技術のタイプを使用して、収集ウェブまたはシートの形で使用されることができ
る。基質材料は、Ｒａｋｅｒの米国特許第５，０２５，８１４号に全体的に記載された技
術のタイプを使用して、長手方向に延びる複数のストランドに細断されたウェブまたはシ
ートの形で使用されることができる。基質材料は、空気通路の螺旋タイプがエアロゾル発
生断片を通して長手方向に延びるように、緩いロール状シートの形を有することができる
。たばこ含有基質材料の代表的なタイプは、たばこタイプの混合物から、またはたばこの
１つの主なタイプ（例えば、主にバーレーたばこからなる成形シートタイプまたは紙タイ
プの再構成たばこ、または主にオリエンタルたばこからなる成形シートタイプまたは紙タ
イプの再構成たばこ）から製造することができる。
【０１４９】
　基質材料はまた、ケーシングおよび／または最上層成分などの、巻きたばこの製造のた
めに従来使用されたタイプのたばこ添加物で処理されることができる。基質材料は、（例
えば、無水アンモニア、水酸化アンモニウム水溶液、またはリン酸２アンモニウムなどの
アンモニウム塩での処理によって）場合によってアンモニア化することができる。あるい
は、これらの材料は添加アンモニアのあらゆるタイプがないまたはほとんどない（例えば
、無水アンモニア、水酸化アンモニウム水溶液、またはリン酸２アンモニウムなどのアン
モニウム塩での処理に関わらず）。これらの材料はまた、炭酸カリウムまたは重炭酸ナト
リウムなどの他の添加物で処理されることができる。触媒剤、ナノ粒子組成などの他の材
料はまた、喫煙可能棒の喫煙可能材料のいずれかに組み込むことができる。例えば、Ｃｒ
ｏｏｋｓ他の米国特許出願公開第２００４／０１７３２２９号に記載された成分のタイプ
を参照のこと。いくつかの実施形態では、材料は基質材料内のたばこ材料の乾燥重量に基
づいて、エアロゾル形成材料以外の添加剤のこれらのタイプのいずれかの約１０パーセン
トを超えるもので処理されない。
【０１５０】
　エアロゾル形成材料が基質材料（例えば、たばこ材料）に接触する方法は変更すること
ができる。エアロゾル形成材料は、形成たばこ材料に適用することができる、またはこれ
らの材料の製造中に加工たばこ材料内に組み込むことができる。エアロゾル形成材料は、
水溶液または他の適切な溶媒または液体担体中で溶解または分散させることができ、その
基質材料上に噴霧することができる。例えば、Ｎｅｓｔｏｒ他の米国特許出願公開第２０
０５／００６６９８６号を参照のこと。基質材料の乾燥重量に対して利用されるエアロゾ
ル形成材料の量は、変更することができる。エアロゾル形成材料の過剰に高いレベルを含
む材料は、自動巻きたばこ製造機器の従来のタイプを使用して、巻きたばこ棒内で加工す
るのが難しい可能性がある。
【０１５１】
　材料の成形シートタイプは、比較的高レベルのエアロゾル形成材料を組み込むことがで
きる。過程の製紙タイプを使用して製造された再構成たばこは、エアロゾル形成材料の中
程度のレベルを組み込むことができる。たばこストリップおよびたばこカットフィラーは
、エアロゾル形成材料のより低い量を組み込むことができる。成形シート材料および紙タ
イプ再構成たばこなどの加工材料では、水溶液で抽出されたたばこパルプ材料は、その成
分として使用することができる。たばこの水溶性成分のいくつかの部分または基本的に全
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ての除去により、エアロゾル形成材料のより高いレベルに対する効果的な基質として働く
ことが可能な加工材料を提供するのを助けることができる。加えて、乾燥たばこ粉末での
加工材料をまぶすことにより、過剰に粘着性のある特徴を示さないが、グリセリンの比較
的高いレベルを有する加工材料を提供するのを助けることができる。
【０１５２】
　成形シート材料、特に水で抽出されたたばこパルプ材料の特定の量を組み込んだ成形シ
ート材料はしばしば、そのようにして生成された材料中のたばこおよびエアロゾル形成材
料の乾燥重量に基づいて、最大約６５パーセント、しばしば最大約６０パーセントおよび
高い頻度で最大約５５パーセントのエアロゾル形成材料を含むことができる。紙タイプ再
構成たばこ材料、特に水で抽出されたたばこパルプ材料の特定の量を組み込み、そのパル
プに水溶性抽出成分の一部または全てを加えないこれらの材料はしばしば、そのようにし
て生成された材料中のたばこおよびエアロゾル形成材料の乾燥重量に基づいて、最大約５
５パーセント、しばしば最大約５０パーセントおよび高い頻度で最大約４５パーセントの
エアロゾル形成材料を含むことができる。エアロゾル形成材料でたばこストリップまたは
カットフィラーを噴霧することによって生成された材料はしばしば、たばこおよびエアロ
ゾル形成材料の組合せ乾燥重量に基づいて、約２０パーセントを超えるエアロゾル形成材
料を含んでおらず、また高い頻度で約１５パーセントを超えるエアロゾル形成材料を含ん
でいない。
【０１５３】
　エアロゾル形成材料の比較的高い装填レベルを有する材料は、約４重量パーセントから
約５重量パーセントの含水率まで（例えば、熱風の流れに曝すことによって）乾燥させる
ことができ、乾燥材料はその後、設計構成の成分を形成するように加工することができ、
その後これらの成分は約１２から約１３重量パーセントの含水率まで再均衡化することが
できる。
【０１５４】
　エアロゾル形成材料の比較的高いレベルを組み込んだ材料の他のタイプは、エアロゾル
発生断片に組み込むことができる。形成、封入またはマイクロ封入材料を利用することが
できる。材料のこのようなタイプは、いくつかの実施形態では主にエアロゾル形成材料を
含み、これらの材料はたばこのいくつかの量および形を組み込むことができる。材料のこ
のようなタイプの例は、約６５から約７０重量部のグリセリン、および約２５から約３０
重量部の結合剤（例えば、柑橘ペクチン、アルギン酸アンモニウム、アルギン酸ナトリウ
ムまたはグアーガム）、および約５重量部の香味料（例えば、バニリン、コーヒー、紅茶
、ココア、および／または果物風味濃縮物）の水溶液を成形しおよび乾燥し、その後、た
ばこ薄板を圧延することによって提供された約２から約１０重量部の細かく分割した粉末
でフィルムを表面被膜することによって作り出されたフィルムである。
【０１５５】
　エアロゾル発生断片内で使用されるエアロゾル形成材料の量は、巻きたばこが許容範囲
の官能性状、および所望の性能特徴を示すようになっている。例えば、たばこ煙の外観に
多くの点に関して似ている可視主流エアロゾルを発生させるために、グリセリンなどの十
分なエアロゾル形成材料を利用することができる。これらの成分を許容されない風味のな
い、薄膜状の口の感触、またはたばこカットフィラーの燃焼によって主流煙を発生させる
巻きたばこの従来のタイプのものとかなり異なる感覚的経験全体のかなりの程度を取り入
れないことが望ましい。成分の選択、使用されるこれらの成分の量、および使用されるた
ばこ材料のタイプは、巻きたばこによって生成された主流エアロゾルの化学組成全体を制
御するために変更することができる。
【０１５６】
　香味料、または巻きたばこの主流エアロゾルの官能特徴または性質を変更する材料の他
のタイプを利用することができる。このような香味料は、たばこ以外の源から提供するこ
とができ、実際は天然または人工的である可能性があり、濃縮物または風味パッケージと
して利用することができる。エアロゾル発生断片の基質材料に加えられた、またはその中
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に組み込まれた香味料は、特に関心がある。例示的な香味料としては、バニリン、エチル
バニリン、クリーム、紅茶、コーヒー、果物（例えば、リンゴ、さくらんぼ、イチゴ、モ
モ、およびライムおよびレモンを含む柑橘風味）、メープル、メントール、ミント、ペパ
ーミント、スペアミント、ウィンターグリーン、ナツメグ、クローブ、ラベンダー、カル
ダモン、生姜、はちみつ、アニス、セージ、シナモン、サンダルウッド、ジャスミン、カ
スカリラ、ココア、甘草、および巻きたばこおよびパイプたばこの風味に従来使用された
タイプおよび特徴の香味料および風味パッケージが挙げられる。ブドウ糖果糖液糖などの
シロップも利用することができる。香味料はまた、酸性または塩基性特徴（例えば、レブ
リン酸などの有機酸）を含むことができる。いくつかの実施形態では、このような香味料
は、乾燥重量ベースで、約１０パーセント未満、しばしば約５パーセント未満のエアロゾ
ル発生断片の合計重量を構成する。
【０１５７】
　包装材料を変更することができる。発熱断片の包装材料の例示的なタイプが、Ｂａｒｎ
ｅｓ他の米国特許第４，９３８，２３８号、およびＢａｒｎｅｓ他の米国特許第５，１０
５，８３７号に記載されている。Ｈａｍｐｌ，Ｊｒ．他の米国特許出願公開第２００５／
０００５９４７号、およびＲａｓｏｕｌｉ他のＰＣＴ出願公開第ＷＯ２００５／０３９３
２６号に記載されたものなどの包装材料は、発熱断片のいわゆる「二重包装」構成の内側
包装材料として利用することができる。包装材料（例えば、エアロゾル発生断片を発熱断
片に取り付ける、または外側上包材料を提供するための、特にエアロゾル発生断片用）は
、箔／金属積層物、紙および金属メッシュの積層物または紙および金属スクリーンの積層
物の形を有することができる。エアロゾル発生断片用の熱伝導包装材料の適切なタイプが
、Ｒｉｇｇｓ他の米国特許第５，５５１，４５１号に記載されている。他の適切な包装材
料が、Ｌａｗｓｏｎ他の米国特許第５，０６５，７７６号、およびＮｉｃｈｏｌｓ他の米
国特許第６，３６７，４８１号に記載されている。別の方法では、包装材料は、３層紙積
層物、または３層紙／箔／たばこ積層物であってよい。紙および金属箔の積層物、および
発熱断片の外側周面ラッパとして使用される紙などの包装材料が、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌ
ｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐ
ｓｅ」の商用名で市販されている巻きたばこのタイプ内に組み込まれている。所望の場合
、エアロゾル発生断片の外側包装材料（例えば、エアロゾル発生および隣接領域を囲むこ
れらの包装材料）は、喫煙者が大気温度に対して高い温度を受けている巻きたばこの領域
を視覚的に特定することができるように、巻きたばこが使用されている場合に色変化を提
供する感熱材料（例えば、感熱インク）で場合により処理することができる。このような
積層物はまた、点火層まで延びている最外上包層で使用することができる。積層物内のワ
イヤメッシュ層は、点火端部上の上包の端部を折り畳み、上包を折り畳み位置に保持する
、または巻きたばこ含有物を含むのを助けることができる。たばこ層は、上包積層物の点
火性および／または風味を助けることができる。上包積層物内に紙外層を設けることによ
り、巻きたばこのより従来の外観を提供することができる。
【０１５８】
　喫煙可能点火端部断片などの成分用の包装材料は、巻きたばこ製造に使用される紙材料
のタイプなどの紙材料である。特定の包装材料の選択は、巻きたばこ設計および製造の分
野の技術者にはすぐに自明のことである。喫煙可能点火端部断片は、包装材料の１層を含
むことができる、またはこれらの断片は、いわゆる「二重包装」喫煙可能棒の場合と同様
に、周面包装材料の複数層を有することができる。包装材料が巻きたばこ内に含まれる様
々な成分との接触により、可視染み付けおよび染色を受けないように、包装材料は材料で
作ることができる、または適切に処理することができる。包装材料、包装材料成分および
処理包装材料のタイプは、全体を本明細書に参照により組み込むＷｈｉｔｅ他の米国特許
第５，１０５，８３８号、Ａｒｚｏｎｉｃｏ他の米国特許第５，２７１，４１９号、Ｇｅ
ｎｔｒｙの米国特許第５，２２０，９３０号、Ｓｈａｆｅｒ他の米国特許第６，８７４，
５０８号、Ｆｏｕｒｎｉｅｒ他のＰＣＴ出願公開第ＷＯ０１／０８５１４号、Ｈａｊａｌ
ｉｇｏｌ他のＰＣＴ出願公開第ＷＯ０３／０４３４５０号、Ｗｏｏｄｈｅａｄ他の米国特
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許出願公開第２００３／０１１４２９８号、Ｃｒｏｏｋｓ他の米国特許出願公開第２００
４／０１３４６３１号、Ｈａｍｐｌ，Ｊｒ．他の米国特許出願公開第２００５／０００５
９４７号、Ａｓｈｃｒａｆｔ他の米国特許出願公開第２００５／００１６５５６号、Ｆｉ
ｔｚｇｅｒａｌｄ他の米国特許出願公開第２００５／００７６９２９号、Ｒａｓｏｕｌｉ
他のＰＣＴ出願公開第ＷＯ２００５／０３９３２６号に記載されている。代表的な包装材
料は、Ｓｃｈｗｅｉｔｚｅｒ－Ｍａｕｄｕｉｔ　ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌからＲ．Ｊ
．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｇｒａｄｅｓ１１９、１７０、
４１９、４５３、４５４、４５６、４６５、４６６、４９０、５２５、５３５、５５７、
６５２、６６４、６７２、６７６および６８０として市販されている。着色した包装材料
（例えば、茶色の紙）を利用することができる。再構成たばこ材料はまた、特に内側包装
材料として（例えば、包装材料の少なくとも１つの別の層で包まれた領域で）使用するこ
とができ、喫煙可能棒用の包装材料として有用な例示的な再構成たばこ材料は、本明細書
に参照により組み込むＧｅｎｔｒｙ他の米国特許第５，０７４，３２１号、Ａｒｚｏｎｉ
ｃｏ他の米国特許第５，１５９，９４４号、Ｒａｋｅｒの米国特許第５，２６１，４２５
号、Ｂｏｗｅｎの米国特許第５，４６２，０７３号、およびＢｏｗｅｎの米国特許第５，
６９９，８１２号に記載されている。内側包装材料はまた、エアロゾル形成材料の比較的
高いレベルを組み込んだこのような材料を含む、再構成たばこ材料の成形シートタイプで
あってよい。
【０１５９】
　巻きたばこ紙は、燃料要素が点火されるまたは消化されたかどうかの視覚的手がかりを
提供するように変更することができる。Ｓｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから市販されている、
適切なロイコ染料を含む可逆性および不可逆性熱変色インクの両方を、Ｅｃｌｉｐｓｅ製
品の点火または仕上げのいずれかの視覚的手がかりを提供するために、上包および／また
は他の包装材料に加えることができる。インクは、発熱断片を囲む、またはエアロゾル発
生断片上の発熱断片の下流側の領域などの、巻きたばこの設計に基づき判断される適当な
位置で上包の上に適用することができる。例えば、リングは発熱断片の下流側の適当の位
置に置くことができる。温度遷移点に到達した場合にこのように変更した紙が色を変える
インクで印刷されると、印刷された線またはロゴは、現れるまたは消えるいずれかである
。例えば、１００℃で可逆性色変化を受ける発熱断片の領域において可逆性インクで印刷
された紙は、熱源が点火した場合に色を変え、熱源が消えた後に色が逆転する。
【０１６０】
　口端部片を変更することができる。好ましい口端部片は、フィルタ要素の形を有する。
フィルタ要素は、１断片または多断片設計であってよい。代表的なフィルタ要素成分、設
計、およびアセンブリが、Ｂｒｏｗｎｅ、Ｔｈｅ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｏｆ　Ｃｉｇａｒｅｔ
ｔｅｓ、第３版（１９９０年）、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓ
ｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、Ｄａｖｉｓ他（編集）、１９９９年、Ｔｏｕｅ
ｙの米国特許第２，８８１，７７０号、Ｓｅｌｉｇｍａｎ他の米国特許第３，１０１，７
２３号、Ｂｅｒｇｅｒ他の米国特許第３，２１７，７１５号、Ｉｒｂｙ他の米国特許第３
，２３６，２４４号、Ｌｌｏｙｄの米国特許第３，３４７，２４７号、Ｄａｖｉｓ他の米
国特許第３，３７０，５９５号、Ｂｅｒｇｅｒ他の米国特許第３，６４８，７１１号、Ｓ
ｅｘｓｔｏｎｅの米国特許第３，９５７，５６３号、Ｔｉｇｇｌｅｂｅｃｋ他の米国特許
第３，９７２，３３５号、Ｈａｌｌの米国特許第４，１７４，７２０号、Ｎｅｕｋｏｍｍ
の米国特許第４，２０１，２３４号、Ｌｅｂｅｒｔの米国特許第４，２２３，５９７号、
Ｂｅｒｇｅｒの米国特許第４，５０８，５２５号、Ｐｒｙｏｒ他の米国特許第４，８０７
，８０９号、Ｂｅｒｎｅｓ他の米国特許第４，９０３，７１４号、Ｌａｗｒｅｎｃｅ他の
米国特許第４，９２０，９９０号、Ｔｈｅｓｉｎｇ他の米国特許第５，０１２，８２９号
、Ｒａｋｅｒの米国特許第５，０２５，８１４号、Ｊｏｎｅｓ，Ｊｒ．他の米国特許第５
，０７４，３２０号、Ｓａｉｎｔｓｉｎｇ他の米国特許第５，０７６，２９５号、Ｊａｋ
ｏｂ他の米国特許第５，１０１，８３９号、Ｓａｉｎｔｓｉｎｇ他の米国特許第５，１０
５，８３４号、Ｗｈｉｔｅ他の米国特許第５，１０５，８３８号、Ｐｅｒｆｅｔｔｉ他の
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米国特許第５，１３７，０３４号、Ａｒｚｏｎｉｃｏ他の米国特許第５，２７１，４１９
号、Ｂｌａｋｌｅｙ他の米国特許第５，３６０，０２３号、Ｇｅｎｔｒｙ他の米国特許第
５，３９６，９０９号、Ｂｌａｋｌｅｙ他の米国特許第５，３６０，０２３号、Ｇｅｎｔ
ｒｙ他の米国特許第５，５６８，８１９号、Ａｒｔｅｒｂｅｒｙ他の米国特許第５，６２
２，１９０号、Ｂａｎｅｒｊｅｅ他の米国特許第５，７１８，２５０号、Ｌｅｓｓｅｒ他
の米国特許第６，５３０，３７７号、Ｖｅｌｕｚの米国特許第６，５３７，１８６号、Ｘ
ｕｅ他の米国特許第６，５８４，９７９号、Ｋｏｌｌｅｒ他の米国特許第６，５９５，２
１８号、Ｃｅｒａｍｉ他の米国特許第６，６１５，８４２号、ＭａｃＡｄａｍ他の米国特
許第６，６３１，７２２号、Ｅｒｃｅｌｅｂｉ他の米国特許第６，６５６，４１２号、Ｊ
ｕｐｅ他の米国特許第６，７６１，１７４号、Ｘｕｅ他の米国特許第６，７７９，５２８
号、Ｐａｉｎｅ　ＩＩＩの米国特許第６，７８９，５４７号、Ｓｍｉｔｈ他の米国特許第
６，８０５，１７４号、Ｚｈｕａｎｇ他の米国特許第６，８１４，７８６号、Ｌｉｌｌｙ
，Ｊｒ．他の米国特許第６，８４８，４５０号、Ｘｕｅ他の米国特許第６，９０７，８８
５号、Ｘｕｅ他の米国特許第６，９１３，７８４号、Ｈｅｉｔｍａｎｎ他の米国特許第７
，００４，８９６号、Ｌｉｌｌｙ，Ｊｒ．他の米国特許出願公開第２００２／００１４４
５３号、Ｐａｉｎｅ他の米国特許出願公開第２００３／０１５４９９３号、Ａｔｗｅｌｌ
の米国特許出願公開第２００４／０１０７９７３号、Ｚｈｕａｎｇ他の米国特許出願公開
第２００４／０１９４７９２号、Ｙａｎｇ他の米国特許出願公開第２００４／０２２６５
６９号、Ｆｉｇｌａｒ他の米国特許出願公開第２００４／０２３７９８４号、Ｌｕａｎ他
の米国特許出願公開第２００５／０１３３０５１号、Ｂｕｈｌ他の米国特許出願公開第２
００５／００４９１２８号、Ｃｒｏｏｋｓ他の米国特許出願公開第２００５／００６６９
８４号、Ｇａｒｔｈａｆｆｎｅｒ他の米国特許出願公開第２００５／０２８２６９３号、
Ｈｉｃｋｓ他の米国特許出願公開第２００６／００２５２９２号、Ｄｕｂｅ他の米国特許
出願公開第２００４／０２６１８０７号、Ｃｌａｒｋ他の米国特許出願公開第２００５／
００６６９８３号、Ｌｕａｎ他の米国特許出願公開第２００５／０１３３０５１号、Ｆｏ
ｕｒｎｉｅｒ他の米国特許出願公開第２００５／０１３３０５２号、Ｇｏｎｔｅｒｍａｎ
他の米国特許出願公開第２００６／００２１６２４号、Ｗｈｉｔｅのヨーロッパ特許出願
第５７９４１０号、ＢｅｒｅｍａｎのＰＣＴ第ＷＯ０２／３７９９０号、およびＣｏｌｅ
ｍａｎ他の２００５年９月１４日出願の米国特許出願第１１／２２６，９３２号に記載さ
れている。代表的なフィルタ材料は、トウ材料（例えば、酢酸セルロースまたはポリプロ
ピレントウ）、または収集ウェブ材料（例えば、紙、再構成たばこ、酢酸セルロース、ポ
リプロピレンまたはポリエステルの収集ウェブ）から製造することができる。特定のフィ
ルタ要素は、主流エアロゾルの選択気相成分に対する比較的高い除去効率を有することが
できる。特定のフィルタ要素は、揮発化エアロゾル形成材料に対して比較的低い濾過効率
を有することができる。口端部片アセンブリは、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃ
ｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で
市販されている巻きたばこのタイプ内に組み込まれている。
【０１６１】
　フィルタ要素は、単段階または多段階成分設計であってよい。例えば、２段階フィルタ
要素は、可塑化酢酸セルロースからなるほぼ管形状の部分である上流断片およびほぼ円筒
形状を有し、可塑化酢酸セルローストウからなる下流断片を有することができる。例えば
、図１３を参照して前に記載したタイプの巻きたばこでは、代表的なたばこ含有断片は約
３０ｍｍの長さを有することができ、管状フィルタ部分は約１０ｍｍの長さを有すること
ができ、口端部フィルタ部分は、トリアセチンを使用して可塑化した１０デニール毎フィ
ラメント／３５，０００合計デニール酢酸セルローストウで構成することができる。
【０１６２】
　口端部片を構成するために使用される栓ラップを変更することができる。栓ラップ紙は
、Ｐｏｒｏｗｒａｐ　Ｐｌｕｇ　Ｗｒａｐ　１７－Ｍ１、３３－Ｍ１、４５－Ｍ１、６５
－Ｍ９、９５－Ｍ９、１５０－Ｍ４、２６０－Ｍ４および２６０－Ｍ４ＴとしてＳｃｈｗ
ｅｉｔｚｅｒ－Ｍａｕｄｕｉｔ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌから、またＲｅｆ．Ｎｏ．
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６４６としてチェコ共和国（Ｔｒｉｅｒｅｎｂｅｒｇ　Ｈｏｌｄｉｎｇ）のＯｌｓａｎｙ
　Ｆａｃｉｌｉｔｙ（ＯＰ　Ｐａｐｒｉｎａ）から市販されている。適切な栓ラップ材料
は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍｉ
ｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されている巻きたばこのタイプ内に組み
込まれている。
【０１６３】
　口端部片を構成し、口端部片を喫煙物品の残りに取り付けるために使用される先端材料
を変更することができる。普通の先端材料は、比較的高い不透明性を示す紙である。典型
的な先端材料は、８５パーセントより大きい、しばしば９０パーセントより大きいＴＡＰ
ＰＩ不透明性を有する。普通の先端材料はまた、ニトロセルロースなどのいわゆる「口解
放」剤で処理されている。本発明により使用される代表的な先端紙および上包材料は普通
、約２５ｇ／ｍ２から約６０ｇ／ｍ２、しばしば約３０ｇ／ｍ２から約４０ｇ／ｍ２の基
本重量を有する。代表的な先端紙は、Ｔｅｒｖａｋｏｓｋｉ　Ｎｏ．３１２４、ＴＫ　６
５２、Ａ３６２およびＡ３６０として市販されている。適切な先端材料は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅ
ｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅ
ｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されている巻きたばこのタイプ内に組み込まれている。
【０１６４】
　例示的な他の巻きたばこ成分（例えば、接着剤）、成分設計、および巻きたばこを代表
する設計構成および形式は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙによって「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されている巻き
たばこのタイプ内に組み込まれており、また本明細書に参照により組み込むＣａｎｔｒｅ
ｌｌ他の２００５年８月１日出願の米国特許出願第１１／１９４，２１５号に記載されて
いる。加えて、本発明の実施形態による燃料要素はまた、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔ
ｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の
商用名で市販されている巻きたばこのタイプ内に組み込むことができ、また本明細書に参
照により組み込むＣａｎｔｒｅｌｌ他の２００５年８月１日出願の米国特許出願第１１／
１９４，２１５号に記載されている。
【０１６５】
　空気希釈または換気された本発明の巻きたばこでは、空気希釈または通気の量または程
度を変更することができる。頻繁に、空気希釈された巻きたばこに対する空気希釈の量は
、約１０パーセントより大きく、普通は約２０パーセントより大きく、しばしば約３０パ
ーセントより大きく、時に約４０パーセントより大きい。いくつかの実施形態では、空気
希釈された巻きたばこに対する空気希釈の上限は、約８０パーセント未満であり、しばし
ば約７０パーセント未満である。本明細書で使用するように、「空気希釈」という用語は
、巻きたばこを通して引き込まれ、巻きたばこの口端部から出る空気およびエアロゾルの
合計量に対する空気希釈手段を通して引き込まれる空気の量の比（パーセントで示す）で
ある。より高い空気希釈レベルは、主流エアロゾル内のエアロゾル形成材料の伝達効率を
小さくするように働くことができる。
【０１６６】
　いくつかの実施形態では、本発明の巻きたばこは、望ましい耐引き込み性を示す。例え
ば、例示的な巻きたばこは、１７．５ｃｃ／秒の空気流で約５０から約２００ｍｍの間の
水圧低下を示す。好ましい巻きたばこは、約６０ｍｍから約１８０ｍｍの間の圧力低下値
を、いくつかの実施形態では、１７．５ｃｃ／秒の空気流で約７０ｍｍから約１５０ｍｍ
の水圧低下を示す。巻きたばこの圧力低下値は、Ｆｉｌｔｒｏｎａ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎ
ｔｓ　ａｎｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ　Ｌｔｄ．から市販されているＦｉｌｔｒｏｎａ　
Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｔｅｓｔ　Ｓｔａｔｉｏｎ（ＣＴＳシリーズ）を使用して測定され
る。
【０１６７】
　喫煙する場合、本発明の巻きたばこの好ましい実施形態は、許容可能数の一服を生じる
。このような巻きたばこは通常、ＦＴＣ喫煙条件で機械喫煙した場合に、巻きたばこ毎約
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７服以上、普通は約９服以上を提供する。このような巻きたばこは通常、ＦＴＣ喫煙条件
で喫煙した場合に、巻きたばこ毎約１５服未満、普通は約１２服未満を提供する。ＦＴＣ
喫煙条件は、くすぶりの５８秒によって分離される２秒の持続時間の３５ｍｌの一服から
なる。
【０１６８】
　喫煙した場合、本発明の巻きたばこは、主流エアロゾルを生じる。巻きたばこ毎に生じ
る主流エアロゾルの量を変更することができる。ＦＴＣ喫煙条件で喫煙した場合、一実施
形態による巻きたばこは、少なくとも約１ｍｇ、しばしば少なくとも約３ｍｇ、および高
い頻度で少なくとも約５ｍｇであるＦＴＣ「タール」の量を生じさせる。ＦＴＣ喫煙条件
で喫煙した場合、例示的な巻きたばこは、通常は約２０ｍｇを超えない、しばしば約１５
ｍｇを超えない、および高い頻度で約１２ｍｇを超えないＦＴＣ「タール」の量を生じさ
せる。
【０１６９】
　好ましい巻きたばこは、約３０未満、およびしばしば約２５未満のＦＴＣニコチンに対
するＦＴＣ「タール」の生成比を示す。好ましい巻きたばこは、約５より大きいＦＴＣニ
コチンに対するＦＴＣ「タール」の生成比を示す。巻きたばこ（例えば、中心または内部
に配置された長手方向に延びる空気路のない炭素燃料要素を含む巻きたばこ）は、約１未
満、しばしば約０．８未満、および高い頻度で約０．６未満のＦＴＣ「タール」に対して
ＦＴＣ一酸化炭素の生成比を示す。ＦＴＣ「タール」およびＦＴＣニコチンを測定する技
術は、Ｐｉｌｌｓｂｕｒｙ他、Ｊ．Ａｓｓｏｃ．Ｏｆｆ．Ａｎａｌ．Ｃｈｅｍ．、５２、
４５８－４６２ページ（１９６９年）に記載されている。ＦＴＣ一酸化炭素を測定する技
術は、Ｈｏｒｔｏｎ他、Ｊ．Ａｓｓｏｃ．Ｏｆｆ．Ａｎａｌ．Ｃｈｅｍ．、５７、１－７
ページ（１９７４年）に記載されている。
【０１７０】
　本発明の巻きたばこによって生成されたエアロゾルは、蒸気、気体、懸濁粒子状物質な
どの空気含有成分を含むものである。エアロゾル成分は、たばこを加熱し、たばこを炭化
する（あるいは、たばこにくすぶりのある形を受けさせる）ことによって生じるたばこを
熱分解することによって、エアロゾル形成剤を気化することによって、ある形の燃焼たば
こ（および、任意選択で熱を発するように燃焼された他の成分）から発生させることがで
きる。このようにして、エアロゾルは、揮発成分、燃焼生成物（例えば、二酸化炭素およ
び水）、不完全燃焼生成物および熱分解の生成物を含むことができる。エアロゾル成分は
また、燃焼されたたばこ材料および燃焼された他の成分と熱交換関係で配置された物質上
で、ある形の燃焼たばこ（および、任意選択で熱を発するように燃焼された他の成分）か
ら熱の作用によって発生させることができる。エアロゾル成分はまた、エアロゾル発生断
片上で、発熱断片の作用の結果、エアロゾル発生システムによって発生させることができ
る。いくつかの実施形態では、エアロゾル発生断片の成分は組成全体を有し、これらの成
分が通常の使用条件中に、熱分解のかなりの程度を受けない傾向を有する（例えば、燃焼
、くすぶりまたは熱分解の結果）ように、喫煙物品内に位置決めされている。
【０１７１】
　本発明の喫煙物品は、流通、販売および使用のために包装することができる。巻きたば
こは、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって「Ｐｒｅｍ
ｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名で市販されるこれらの巻きたばこで使用した
方法で包装することができる。巻きたばこはまた、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａ
ｃｃｏ　ＣｏｍｐａｎｙによってＣａｍｅｌ　Ｂｌａｃｋｊａｃｋ　Ｇｉｎという商用名
で市販されるこれらの巻きたばこで使用された方法で包装することができる。巻きたばこ
はまた、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　ＣｏｍｐａｎｙによってＳａｌｅ
ｍ　Ｄａｒｋ　Ｃｕｒｒｅｎｔｓ　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｌａｂｅｌという商用名で市販される
これらの巻きたばこで使用された方法で包装することができる。また、Ｆｏｃｋｅ他の米
国特許第４，７１５，４９７号、Ｆｏｃｋｅ他の米国特許第４，２９４，３５３号、Ｂｏ
ｕｃｈａｒｄの米国特許第４，５３４，４６３号、Ａｌｌｅｎ他の米国特許第４，８５２
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，７３４号、Ｂｕｒｒｏｗｓ他の米国特許第５，１３９，１４０号、Ｋｅａｖｅｎｅｙ他
の米国特許第５，９３８，０１８号、英国特許明細書第１，０４２，０００号、Ｍａｒｘ
のドイツ特許出願第ＤＥ１０２３８９０６号、Ｆａｇｇ他の米国特許出願公開第２００４
／０２１７０２３号、Ｈｅｎｓｏｎ他の米国特許出願公開第２００４／０２５６２５３号
、およびＭｉｔｔｅｎ他の米国特許出願公開第２００５／０１５０７８６号に記載された
パッケージのタイプを参照のこと。
【０１７２】
　（実施例）
　本発明の様々な態様をさらに図示するために、以下の実施例を提供するが、範囲を限定
するものとして解釈すべきではない。そうでないと記されない限り、全ての部およびパー
セントは重量である。
【実施例１】
【０１７３】
チタニア支持体上で酸化セリウムの細かいおよび超微細粒子を使用した、一酸化炭素の二
酸化炭素への触媒または酸化変換
　マサチューセッツ州、Ｗａｒｄ　Ｈｉｌｌ、Ａｌｆａ　Ａｅｓａｒから得られたチタニ
ア（ＴｉＯ２）ペレットは、モルタル乳鉢内で研磨され、ふるいにかけられる。－１６＋
３０（ＵＳメッシュ）断片が収集される。顆粒は洗浄され、１３０℃に設定された炉内で
一晩乾燥される。
【０１７４】
　乾燥させたＴｉＯ２顆粒の約３５ｇを、Ａｌｆａ　Ａｅｓａｒから得られた酸化セリウ
ム懸濁液の約５ｍｌで含浸させた。懸濁液中のこれらのセリア粒子の平均直径は、約２０
ｎｍである。酸化セリウムの細かいおよび超微細粒子で含浸させたＴｉＯ２顆粒を、１３
０℃で一晩乾燥させた。乾燥後、ＴｉＯ２粒子は、酸化セリウムの第２の５ｍｌ懸濁液で
処理される。顆粒は１３０℃で一晩乾燥され、その後１６時間、約４００℃で炉内におい
て加熱される。酸化セリウム触媒で含浸させたチタニアの最終生成は、３３グラムである
。全ての洗浄は、Ｎａｎｏｐｕｒｅ水で管理された。
【０１７５】
　触媒または酸化活性は、以下の処置により測定される。酸化セリウム粒子で含浸させた
チタニアの約４００ｇが、ガラスウールの２つの栓の間でガラス管（１２０ｍｍ×０．９
ｍｍ）内に配置され、包装した管は、包装した管周りで包まれた電気テープを使用して６
５℃の平均温度まで加熱される。７パーセントのＣＯ、１３パーセントのＣＯ２、および
８０パーセントの空気を含む気体混合物は、酸化セリウムで含浸させたチタニアの管床を
通して通過される。包装した管から出る気体は、ＮＤＩＲ技術を使用して分析される。チ
タニアおよび酸化セリウム材料の量で包装された床では、約６パーセントまでの出口気体
中のＣＯの濃度の減少があり、その結果気体流からのＣＯの１４．３パーセントの除去に
つながる。
【実施例２】
【０１７６】
金属酸化物の粗い、細かいまたは超微細粒子と密接した燃料要素を含む喫煙物品
　「Ｅｃｌｉｐｓｅ」という商用名でＲ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙによって販売される喫煙物品からいくつかの燃料要素が得られる。各燃料要素
は、表Ｉに記載された７つの溶液（Ａ－Ｇ）の１つだけで浸漬被覆されている。溶液Ａ－
Ｆは、金属酸化物の粗い、細かいまたは超微細粒子を含み、溶液Ｇは対照であり、水を含
んでいるだけである。
【０１７７】
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【表１】

【０１７８】
　酸化セリウムの懸濁液の調合および希釈は、Ｎａｎｏｐｕｒｅ水で行われる。酸化セリ
ウムの懸濁水溶液（酢酸塩中、ｐＨ３．０、平均粒径１０－２０ｎｍ）が、Ａｌｆａ　Ａ
ｅｓａｒから得られる。チタニアおよびアルミナナノ粉末が、ニュージャージー州、Ｐｉ
ｓｃａｔａｗａｙのＮａｎｏｐｏｗｄｅｒ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅｓ　Ｉｎｃ．から得ら
れる。酸化鉄ナノ粒子が、ペンシルバニア州、ＰｒｕｓｓｉａのＭａｃｈ　１　Ｉｎｃ．
から得られる。
【０１７９】
　乾燥酸化鉄、チタニアまたはアルミナ粉末が、水または酸化セリウム懸濁液のいずれか
に加えられ、５分間活発に撹拌される。懸濁液の得られるｐＨに対する調整は行われない
。得られる懸濁液の安定性は、これらの懸濁液中の固体の様々な等電点により変更するこ
とができる。懸濁液は、均一の適用を保証するように、燃料要素を浸漬被覆する直前に撹
拌される。燃料要素は、溶液Ａ－Ｇそれぞれで浸漬被覆される。浸漬被覆された燃料は、
常温で３日間乾燥される。燃料の中心通路は、開口通路を提供するように、細かいワイヤ
で洗浄される。燃料要素は、加えられた酸化金属の平均重量を測定するために、溶液の適
用前、および乾燥および洗浄後に重量を量る。表ＩＩは、浸漬被覆後に、各燃料要素に加
えられた金属酸化物の量を記載している。
【０１８０】

【表２】

【０１８１】
　燃料要素は、「Ｅｃｌｉｐｓｅ」の商用名でＲ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃ
ｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって市販されるものと一致する材料および構造を有する巻きたば
こ内に置かれる。処理された燃料要素を含む巻きたばこの圧力低下平均は、２４．６パー
セントから２７．４パーセントの間の空気希釈で水の３２．５から３７．５ｍｍの間にわ
たり、その圧力低下範囲内の巻きたばこが検討される。
【０１８２】
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　処理された燃料要素を含む巻きたばこは、３０秒毎にとられた２秒の持続時間のそれぞ
れ５０ｍｌの一服の実験喫煙条件において、単一ポートＢｏｒｇｗａｌｄｔ喫煙機上で喫
煙され、その主流煙の気相がＣＯ分析のためにＲｏｓｅｍｏｕｎｔ　ＮＤＩＲ装置を通し
て通過される。各巻きたばこでは、合計１７服がとられる。水だけで処理された燃料要素
が、対照として働く。結果は、表ＩＩＩに記載されている。
【０１８３】
【表３】

【０１８４】
　様々な粒子で処理された燃料要素を含む巻きたばこは、主流ＣＯの減少を起こす。酸化
セリウムの粗い、細かいおよび超微細粒子で処理された燃料要素を含む巻きたばこは、主
流ＣＯの最大の減少を示す。酸化セリウム粒子で処理された燃料要素を含む巻きたばこは
、２０ｍｇ未満のＣＯ産出を示す。これらの巻きたばこは、処理なしと比較して、主流Ｃ
Ｏの少なくとも２５パーセント減少を示す。酸化セリウムで含浸させたアルミナ、または
酸化セリウム粒子で含浸させたチタニアで処理された燃料要素を含む巻きたばこは、１５
ｍｇ未満のＣＯ産出を示す。これらの巻きたばこは、処理なしと比較して、主流ＣＯの少
なくとも４０パーセント減少を示す。
【実施例３】
【０１８５】
酸化セリウムの粗い、細かいまたは超微細粒子で処理された燃料要素を含む喫煙物品
　「Ｅｃｌｉｐｓｅ」という商用名でＲ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙによって販売されてい喫煙物品から燃料要素が得られる。酸化セリウム（０．
４Ｍ酢酸塩中、ｐＨ３．０、平均粒径２０ｎｍ直径）および酸化セリウム顆粒（１００μ
ｍ直径）の懸濁水溶液が、Ａｌｆａ　Ａｅｓａｒから得られる。燃料要素の１セットが、
２０ｎｍの平均粒径を含む酸化セリウムの懸濁水溶液中に浸漬被覆される。燃料要素の第
２のセットが、約１００μｍの直径を有する酸化セリウム顆粒の懸濁水溶液中に浸漬被覆
される。燃料要素の第３のセットが、対照試料中に留まっている。懸濁水溶液は、均一の
適用を保証するように、浸漬被覆過程の直前に撹拌される。浸漬被覆された燃料要素は、
常温で３日間乾燥される。浸漬被覆された燃料要素の中心通路は、細かいワイヤで洗浄さ
れて、開口通路を提供する。
【０１８６】
　燃料要素が、「Ｅｃｌｉｐｓｅ」という商用名でＲ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａ
ｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販売されるものと一致する材料および構造を有する巻き
たばこ内に置かれる。処理された燃料要素を含む巻きたばこの圧力低下平均は、２４．６
パーセントから２７．４パーセントの間の空気希釈で水の３２．５から３７．５ｍｍの間
にわたり、その圧力低下範囲内の巻きたばこのみが検討される。
【０１８７】
　処理された燃料要素を含む巻きたばこは、前に記載した実験喫煙条件で喫煙され、主流
煙の気相が一酸化炭素に対して分析される。結果は、表ＩＶに記載されている。
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【０１８８】
【表４】

【０１８９】
　対照燃料要素を含む巻きたばこは、２２．８ｍｇの平均ＣＯ産出を示す。２０ｎｍの平
均粒径を有する酸化セリウム粒子の懸濁水溶液で処理した燃料要素を含む巻きたばこは、
約４０パーセントのＣＯ減少である、１３．７ｍｇの平均ＣＯ産出を示す。約１００μｍ
の粒径を有する酸化セリウム顆粒の懸濁水溶液で処理した燃料要素を含む巻きたばこは、
約２２パーセントの減少である、１７．８ｍｇの平均ＣＯ産出を示す。
【実施例４】
【０１９０】
酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子を含む燃料要素への金属塩化物の添加
　燃料要素が、実施例３に記載された処置により得られる。酸化セリウムの懸濁水溶液（
０．４Ｍ酢酸塩中、ｐＨ３．０、平均粒径１０－２０ｎｍ）は、Ａｆｌａ　Ａｅｓａｒか
ら得られた。酸化セリウムの細かいまたは超微細粒子の約８ｍｇから約１０ｍｇが、酸化
セリウムの細かいまたは超微細粒子の懸濁水溶液に燃料要素を浸漬被覆することによって
燃料要素の一束に適用される。酸化セリウムの超微細粒子の約８ｍｇから約１０ｍｇが、
酸化セリウムの超微細粒子の懸濁水溶液中にこれらの燃料要素を浸漬被覆することによっ
て、燃料要素の第２の束に加えられる。懸濁水溶液は、均一の適用を行うように、浸漬被
覆過程の直前に撹拌された。浸漬被覆燃料要素を乾燥させた後に、これらの燃料要素はさ
らに塩化パラジウム（６０ｍｇ／ｍＬ、水溶液）で処理される。すなわち、これらの燃料
要素は塩化パラジウムを含む溶液中に浸漬被覆され、その結果、塩化パラジウムの約２５
０μｇが各燃料要素に適用される。浸漬被覆された燃料要素は、３日間常温で乾燥するこ
とが可能である。燃料要素の第３の束は、水だけで処理され、対照として使用される。
【０１９１】
　燃料要素が、「Ｅｃｌｉｐｓｅ」という商用名でＲ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａ
ｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによって販売されるものと一致する材料および構造を有する巻き
たばこ内に置かれる。処理された燃料要素を含む巻きたばこの圧力低下平均は、２４．６
パーセントから２７．４パーセントの間の空気希釈で水の３２．５から３７．５ｍｍの間
にわたる。
【０１９２】
　巻きたばこは、一酸化炭素分析で前に記載した実験喫煙条件で喫煙される。結果は、表
Ｖに示されている。
【０１９３】
【表５】

【０１９４】
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　対照燃料要素の巻きたばこは、２６．４ｍｇの平均ＣＯ産出を示す。１０－２０ｎｍの
平均粒径を有する酸化セリウム粒子の懸濁水溶液で処理した燃料要素を含む巻きたばこは
、約４８パーセントのＣＯ減少である、１４．０ｍｇの平均ＣＯ産出を示す。酸化セリウ
ムおよび塩化パラジウムの懸濁水溶液で処理した燃料要素を含む巻きたばこは、約６２パ
ーセントの減少である、１０ｍｇのＣＯ産出を示す。
【０１９５】
　本発明は、特定の実施形態を参照して記載したが、本発明の精神および範囲から逸脱す
ることなく他の特徴を含めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１９６】
【図１】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図２】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図３】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図４】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図５】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図６】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図７】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図８】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図９】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図１０】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図１１】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図１２】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。
【図１３】本発明を示す喫煙物品の長手断面図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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